
 

 

9～12ｃ 

オルガヌム 

(ハモリ) の発展 

12～13ｃ（ゴシック期） 

ノートルダム楽派 

    …リズムの明確化 

★レオニヌス ★ペロティヌス 

14c 

アルス・ノヴァ 

 …教会からの独立傾向 

   ポリフォニーの発展 

★ギョーム・ド・マショー 

13c後半 

モテット(モテトゥス) 

 …フランス語の導入 

世俗化傾向 

ト
ル
コ
勢
力
の
台
頭 

ト
ル
コ
・
セ
ル
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ュ
ー
ク
朝
が
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
を
占
領 

クラシック+ポピュラーの西洋音楽史                                                 @jun_music_study 

 

 

 

 
  

グレゴリオ聖歌 

8ｃ～  

単音のお経 
（メリスマ、トロープス） 

 

オスマン・トルコ軍楽 

メフテル 
 

打楽器や管楽器の発達 

イスラム教 

カトリック 

11c~12c 吟遊詩人 

トルバドゥール 

トルヴェール 

ミンネゼンガー  登場 

先史時代

～ 
古代 

歴史時代 

原始～  約 1 万 6500 年前～      B.C.10c ～                           3c～         ６c～7c       8c           9～12c            13～14c        14c～ 

旧石器 縄文時代     弥生時代                        古墳時代        飛鳥時代       奈良時代     平安時代         鎌倉時代       室町時代 
時代                                                  (ヤマト王権）       （大和朝廷）645 大化の改新 
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ポリス出現 
・アテネ 

・スパルタ 

★ホメロス の叙事詩   ★ピタゴラス 

「イリアス」        による数理的な 

「オデュッセイア」                音楽理論が発展 

・「ムーシケー」（詩・音楽・舞踏）   ★プラトン 

「オルケストラ(劇場)」「コロス（合唱）」  ★アリストテレス 

3 大詩人★アイスキュロス ★ソフォクレス  音階が魂に与える 

 ★エウリピデス の作品による劇場音楽        道徳的影響を考察 

・ペルシャ戦争 

・ペレポネソス戦争 

〈古代ギリシャ〉 

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
帝
国 

（マ
ケ
ド
ニ
ア
） 

エ
ジ
プ
ト 

アジア 

・インダス文明 ・中国文明 

        （黄河文明・長江文明） 

ギリシャ 

ヘレニズム期 

（混乱） 
 

シ
リ
ア 

パルティア帝国 

小
国 

ロ
ー
マ 

共
和
政
ロ
ー
マ 

マケドニア 

イタリア半島 

 統一！ 

ポエニ 

戦争 

古 

代 

ロ 

ー 

マ 

帝 

国 

A.D. 

ササン朝 ペルシャ 

ゲルマン民族大移動 

313 

ミラノ勅令 

(キリスト教 

公認) 

 

→392 

キリスト教  

国教化 

395 

ローマ帝国分裂 

 

西
ロ
ー
マ
帝
国 

476 

 

 

西
ロ
ー
マ
帝
国 

滅
亡
。 

中世 

イスラム教の誕生 

アラブ軍の勢力拡大 

 651 ササン朝 

ペルシャ滅亡 

「アラブ帝国」状態に。 

仏教 

ギリシャ正教 1071 

1096~1291 

の派遣・虐殺 

1299 

トルコ 

オスマン朝 

 成立 

勢力 

拡大 

732 

イスラムの進出を 

フランク王国が 

止める 

800 

カール大帝 

「ローマ皇帝」 

   戴冠 

 

フ
ラ
ン
ク
王
国
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
支
配 

(

キ
リ
ス
ト
教
と
の
連
携) 

 

西
フ
ラ
ン
ク 

中
フ
ラ
ン
ク 

東
フ
ラ
ン
ク 

フランス王国 

カロリング朝 

1337～1453 

百年戦争 

〈イタリア地域〉ローマ=教皇領、多数の都市国家 

カペー朝  → ヴァロア朝 

962 

オットー大帝 

「ローマ皇帝」戴冠 

ノルマン人 

ヴァイキング 

登場 

ノルマン朝 

成立 

1215   マグナ・カルタ 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド 

太古から音楽が存在。 

・狩りに使う弓→弦楽器 

・動物のツノや骨→管楽器 

・通信のための石や木片 

        →打楽器 

 

呪術や宗教（雨乞い、弔い） 

労働促進（田植えや舟漕ぎ） 

求愛などの機能が 

あったとされる 

イベリア半島 

（スペイン・ポルトガル） 
〈イスラム圏〉 

〈レコンキスタ〉 

（キリスト教徒によるイスラム追い出し運動） 

イタリア ルネサンス開始 

2023.10.16. 改訂 

古代 

ギリシャ～ 

ローマの 

文化の 

「断絶」 

「暗黒の 

中世」 

〈アラビア世界〉 

＝文化の中心 

 

ネウマ譜の 

伝播 

ビサンティン聖歌 
古代ローマの音楽 

アラブ音楽（マカーム） 

（原始ゲルマン人） 

・古代ギリシャの音楽体系を 

受け継ぐ。 

・軍楽が重視され、 

管楽器が発達 

・「水オルガン」の誕生 

ビ
サ
ン
ツ
帝
国 

 

（東
ロ
ー
マ
帝
国
） 

ギリシャ・ローマの理論は 

ビサンツ～アラブが継承。 

・古代ギリシャの理論が発展し、多様で複雑な 

旋法(マカーム)が確立。微分音の使用もこのころからか。 

・ここで育まれた理論の一部が後にヨーロッパへ逆輸入 

され、古典クラシック形成の一因に。 

ヨーロッパ 

リュート 

（ギターのもと） 

アラビア 

ウード 

アジア 

ピパ 

日本・唐 

琵琶 

ササン朝 

バルバッド 

無伴奏のお経（声楽）の時代 

1453 

ビ
サ
ン
ツ
帝
国
を
滅
ぼ
す 

オ
ス
マ
ン
帝
国
、 

キリスト教の 

誕生・拡大 

〈古代ローマ 

＝ラテン文化圏〉 

ラテン語 

→ 後のロマンス諸語へ 

（イタリア語、フランス語、 

スペイン語・ポルトガル語など） 

〈ドイツ地域〉



発展開始（“鼓笛隊“段階） 

★ベートーヴェン 

(1770-1827) 

ドイツ文化の救世主 

・フィールド・ハラー(個人の叫び) 

・ワークソング（コールアンドレスポンスのもと） 

・スピリチュアル（黒人霊歌）→西洋讃美歌からの影響 

 

1494 トルデシリャス条約 

（２国で勝手に 

世界を２分割して 

分け合う） 

・ポルトガルがブラジルとアジアに進出。 

・スペインはブラジル以外の 

中南米地域 を支配。 

 ハプスブルク家が 

スペイン王位を継承 

1580 ポルトガルも兼任 

→「太陽の沈まぬ帝国」 

[それまでの文明 

（マヤ文明、アステカ文明、インカ帝国）を一瞬にして 

滅亡させ、奴隷労働使役を開始。] 

スペイン 

 vs 

イギリス 

イギリス勝利！ 

植民地進出 

スペイン敗戦、少し勢いが衰える・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

宮廷音楽 

★リュリ(1632-1687) 

17ｃ 

バロック

15c ネーデルランド地方 

ブルゴーニュ楽派 
 

 

↓ 

フランドル楽派 
 

 

[ポリフォニー全盛期] 

16c 

★ルターの宗教改革 

プロテスタント分派 

・讃美歌（コラール）の

★バッハ (1685-1750) 

★ハイドン(1732-1809)
 

天才キッズとしてオーストリアで話題に 

★モーツァルト(1756－1791) 

国際的に活躍 ★ヘンデル(1685-1759) 

 

・フランス宮廷音楽 (ロココ趣味へ)  
 

★クープラン (1668-1753) 
★ラモー (1683-1764)  

★ルイ・マルシャン (1669 - 1732) 

★ダカン (1694-1772) 

(1637-1707)

(1653-1706)

カトリックの免罪符商法 

・（ナポリやミラノ） 

音楽学校・宮廷劇場 の増加 
 

 

・オペラブッファ 

の誕生 
 

★ペルゴレージ(1710～1736) 

★パイジェッロ (1740～1816) 

★チマローザ  (1749～1801) 

★ピッチンニ  (1728～1800) 

★ヨンメッリ   (1714～1774) 

★サルティ  (1729～1802) 

18c 中期～後半 
18c 末～19 世紀初頭 

（彼らは 交響曲の形式を整えた 

「前古典派」と呼ぼう！） 

など 

多数の革命賛歌・軍歌が作られた

ベートーヴェン 1827 年没(56 歳) 

ローマ楽派 … 教皇に仕え、ポリフォニー継続

1830 1848 

1600 

初期ロマン派（第一世代） 盛期ロマン派（第二世代） 

カトリック国（スペイン、ポルトガル）の 

海外侵略・布教 

  

 

・ドイツ語の歌曲
リ ー ト

を発展させる 

★シューベルト(1797－1828) 

・ドイツ語台本のオペラを創始 

★ウェーバー(1786－1826) 

晩年のベートーヴェンと同時代。 ベートーヴェンの存在を「直接」知っている世代。 
オスマン帝国 トルコ軍楽 メフテル 

1700 

(ロマン派から見て) この 3 人こそが 

現在の音楽の基礎となる、重要な 

古典派（＝クラシック）なのである！ 

さらにバロック時代にも 

ドイツ音楽の原点となる 

偉大な「音楽の父」が、 

我がドイツに存在したのだ～！ 
(※19 世紀ドイツ視点) 

1800 

・打楽器の流入・軍楽隊の発展 ・トルコ風 行進曲のブーム 

ドイツの「巨匠」達を称揚するための発掘作業開始。 

「大作曲家」「名曲」「伝記」「美学」の概念の誕生 

＝ "普遍的な美"を哲学的に探究する 

「崇高で偉大な」ドイツロマン主義のはじまり 

♪ヤンキー・ 

ドゥードゥル 

（アルプス一万尺） 

などの愛国歌人気 

・「標題音楽」を創始、オーケストラの書法を発展 
 

★ベルリオーズ(1803-1869) 

・「バッハ」を再演し復活させる。 

ドイツ音楽史を紹介する演奏会などの開催 
 

★メンデルスゾーン(1809-1847) 

・「音楽批評」でドイツ優位の風潮を作る 

★シューマン(1810-1856) ※1834『音楽新報(NZM)』創刊 

・パリ社交界 サロンコンサート 

(ステータスシンボルとしての音楽) 
 

繊細なピアノで人気  

★ショパン (1810-1849) 

 

名人芸(ハンドテクニック)でモテモテ 

 ヴィルトゥオーソブーム（アイドル的消費） 

★リスト (1811-1886) →ピアノ 
★パガニーニ (1782-1840) →バイオリン 

 

フランス ”七月王政”時代 

ダンス音楽…ワルツ・ポルカ・カドリーユの人気 

“ワルツの王”          

★ヨハン・シュトラウスⅠ世 (1804-1849) 

★ランナー (1801-1843) 
 

ベルギーにて金管楽器の改良・サックスの誕生 

「ブラスバンド」(＝金管のみ)のブーム 

1843 年 ミンストレル・ショー 誕生 

（初の劇団 ＝ヴァージニア・ミンストレルズ）  

諸
国
民
の
春 

 

ウ
ィ
ー
ン 

（北）アメリカ入植開始 
1620 一部ピューリタンらの北米移住 

 （ピルグリムファーザ－ズ） 1500 

大航海時代 

カトリック vsプロテスタント 

ハプスブルグ家 vsブルボン王朝

〇楽譜の活版印刷開始、五線譜統一の動き 

 

 

〇ハプスブルク家「家領」 

⇒オーストリア、ハンガリー、ボヘミアなど 

 

〇ドイツ各地域の諸侯は独立。 

 

イギリス宗教改革 ⇒イギリス国教会成立 

（カトリックのほか、新教徒の 

カルヴァン派＝ピューリタンも弾圧。） イギリス 

イギリス革命 

1628             1642                             1660                  1688 

権利請願 ⇒ ピューリタン革命 ⇒ 王政復古 ⇒ 名誉革命 

独立戦争 

 

「酒と演し物」を売り物とする「娯楽場」増加 

●フリー・アンド・イージー(パブでの素人演芸) ●サルーンシアター（軽い演劇） 

●ソング・アンド・サパー・ルームズ（上流階級限定のサロン的クラブ） 

チャーチスト運動を 

原因とした 

規制強化・・・ 

先住民らを奴隷化 

迫害、虐殺 

黒人奴隷制度の一般化 

アフリカ 伝統音楽（西アフリカ グリオ など） 

イギリス産業革命による綿花需要で 

プランテーション拡大・過酷な奴隷使役 

1337～1453 

百年戦争 

フランス 

 

宗教改革 

カルヴァン派 

(=ユグノー) 

の台頭 

 

1455～1485 

薔薇戦争 

1562 

～1598 

ユグノー戦争 

 

フランス 

ブルボン朝 

成立 

豪華絢爛な貴族文化  ルイ 14 世 

“絶対王政“ “ヴェルサイユ宮殿” 

プランテーション 

ソング 

ウ
ィ
ー
ン
で
活
躍 

【ドイツ語圏の文化ナショナリズム】 

★デュファイ(1400-1474) 

★バンショワ(1400-1460) 

★オケゲム(1425-1495) 
★ジョスカン・デ・プレ(1440-1521) 

★オブレヒト(1457-1505) 

 

〈
レ
コ
ン
キ
ス
タ
〉 

イ
ベ
リ
ア
半
島 

スペイン 

・ポルトガル 

誕生 

大航海 

 時代 

アルマダ 

海戦 

・18c 末 

スペイン 民衆音楽 

（フラメンコ、ボレロ、パソドブレ） 

                            など 発生 

・19c 初頭 

中南米諸国が 

植民地から独立 

・ヨーロッパの都市文化 

（サロン、劇場、ダンスホール、カフェ） 

での流行音楽や社交ダンス（コントラダンサ） 

が中南米都市へも伝わり、流行。 

（ワルツ、ポルカ、マズルカ、スコティッシュなど） 

・オペラ改革 

★グルック 
  (1714-1787) 

●民衆娯楽の場・・・「市(フェア)」での見世物 

●上流階級の娯楽…プレジャーガーデン（遊園地の起源） 

→オーケストラによるコンサート、社交ダンス、劇場など… 

●バラッドオペラ…高貴なイタリアオペラに対し、バラッドをもとにした世俗的スタイル。 

スコットランドやアイルランドから 

アパラチア地方へ多数の入植民 

（スコットランド民謡、アイルランド民謡） 

・アパラチアンミュージック 

・マウンテンミュージック 

イタリア ヴェネチア楽派 
 

・器楽と声楽の融合  ・ヴァイオリンの 

・ポリフォニーの衰退       登場 

・世俗歌曲（フロットラやマドリガーレ） 

の発展 →オペラ誕生への布石に。 
 

★ヴィラールト (1490頃-1562) 

★ツァルリーノ (1517-1590) 

★アンドレア・ガブリエリ  (1510頃-1586) 

★ジョバンニ・ガブリエリ  (1524頃-1594) 

★カンプラ 
(1660-1744) 

 

★ジャン・ジル 
(1668-1705) 

★シュターミッツ(1745-1801) 

(保守派)

 (1562-1621)        (1616-1655)

(1583-1643)     (1616-1667) 

教会オルガン音楽の発展

・オペラを中心に祝祭的な イタリア音楽 の発展 
 

★アレッサンドロ・スカルラッティ (1660-1725)  

★ヴィヴァルディ (1678-1741) 
 

★ドメニコ・スカルラッティ （1685 - 1757） ★ツィポーリ (1688-1726) 
★アルビノーニ   (1671-1751)       ★タルティーニ (1692-1770) 

★マルチェッロ    (1684-1750)        ★ヴェラチーニ(1690-1768) 

★ジェミニアーニ  (1687-1762)       ★ロカテッリ (1695-1764) 

ヴェネチア楽派 

★モンテヴェルディ 
(1568-1643) 

バロックオペラ 

の発展・伝播 

フィレンツェ 

貴族中心の 

文化人アカデミー 

グループ 

「カメラータ」によって 

オペラの誕生 
★カッチーニ (1551-1618) 

★カバリエリ  (1550-1602) 

★ペーリ （1561-1633） 

バロックオペラ 

としての形式が 

固まっていく 
 

★カヴァッリ 

(1602-1676) 
 

★チェスティ 

(1623-1669) 

 

(1660-1722)

(1681-1767)

・通奏低音 

 ・モノディ様式 

・オラトリオ 

ロンドン・パリ 

 ＝ 国際音楽都市 

シンフォニーの発展 

器楽など（イタリア古典派） 

★ボッケリーニ (1743-1805)  

★サリエリ （1750-1825） 

★クレメンティ (1752-1832) 

★ヴィオッティ (1755-1824) 

 ★ケルビーニ  (1760-1842) 

 

17c末～18ｃ 

ロココ or 後期バロック 
） 

イギリス 

オペラ 

★パーセル 
   (1659 

-1695) 

・職業音楽家の移住も始まる 

・バラッドオペラの流入 

・スコットランド民謡・アイルランド民謡 

的作品の伝播 

・民謡的讃美歌 ♪アメージング・グレイス 

♪オールド・ラング・サイン（蛍の光）など 

・バンジョー、フィドル（バイオリン）などの使用 

・ドイツオペラをイタリア式と折衷し「グランドオペラ」 
 

★マイアベーア(1791-1864) 

ピアノ練習曲・教則本的作品 
★ツェルニー(1791-1857) ★バイエル(1803-1863) 

★ブルグミュラー(1806-1874) 

★ハノン(1819-1900) ★ケーラー (1820-1886) 

・ヨーロッパ各地の民族舞踏・民俗音楽 

アルマンド/ガヴォット/クーラント/サラバンド/シチリアーナ/シャコンヌ/タランテラ/パスピエ 

パヴァーヌ/ポロネーズ/マズルカ/ミュゼット/メヌエット/スケルツォ/リゴードン/ロマ音楽 など 

 
 

  →中世以来から出現し、民間で行われた踊りが宮廷にも取り入れられて流行。 

   貴族の社交から再び民間でもてはやされるという循環作用で成立。 

    ＝バロック～ロマン派（国民楽派）までクラシック作品にも広く導入された 

◉バラッド（ブロードサイド・バラッド） の流行 

→伝承的な民謡を借用し、時事・風刺などを伝えた物語詩。 

 

「クラシック芸術」「ドイツ美学」思想の源流 
・演奏者より作曲者が第一。譜面は１音も変えずそのまま弾け。 

・「音楽」とは BGM や娯楽の付随物ではなくそれ自体が「真面目な芸術作品」 

・常に新しい手法を開発し続けなければならない（ヘーゲルの弁証法的思想） 

・「偉大」で「崇高」なドイツ人こそが普遍的な芸術を体現できるのだ！ 

 

戦国時代       安土桃山時代   江戸時代開始  1630年代 
1467～1477   1540頃           1582本能寺の変  1600 関ケ原の戦い  カトリック防止(鎖国)   1685 生類憐みの令 

応仁の乱    鉄砲伝来 ・織田信長(1534-1582)・豊臣秀吉(1537-1598)・徳川家康(1543-1616) ・徳川家光(1604-1651)      第 5 代将軍 徳川綱吉(1646-1709) 

第 8 代将軍 

徳川吉宗(1684～1751) 
※↑バッハと生没年がほぼ同じ。 

1716～1745享保の改革 

※ポーランド出身で 

ポーランド民俗音楽の 

リズムを用いた。 

（マズルカ、ポロネーズ） 

 

アメリカ 吹奏楽 

1783 マサチューセッツバンド 

1798 海兵隊バンド 

中南米地域 

連行 
連行 

アメリカ 

★パレストリーナ(1525-1594) 

三大発明 

・活版印刷術 

 

 

・羅針盤 

・火薬・鉄砲 

1400 

 ルネサンス 

ロンドンやパリでの 

シンフォニーが 

各地に影響 

1789～ 

1815～ 

"ウィーン体制" 

「革命前に戻そう！」 

フランス 

…王政復古 

 

イタリアオペラ 

★ロッシーニ(1792-1868) ★ドニゼッティ(1797-1848) ★ベルリーニ(1801-1835) 

ブルジョワジー 

（王政派 

/反政府派）、 

   亡命貴族、 

   帝政貴族などが 

パリの街に 

せめぎ合う。 

(オペラコンサートの流行) 

江戸前期  元禄文化 

田沼意次(1719～1788)の政治 

「田沼時代」 

第 10 代将軍 徳川家治(1737-1786) 

江戸中期 宝暦・天明文化 1787～1793 

寛政の改革 
 

老中 松平定信(1759～1829) 

江戸後期  化政文化 

第 11 代将軍 

徳川家斉 (1773～1841) 

1776 

アメリカ 

独立 

1831～        天保年間       ～1845 

第 12 代将軍 徳川家慶 (1793～1853) 

1841～1843天保の改革 



19c 末～20 世紀初頭 

新古典主義 
★ブゾーニ (1866-1924) 
★ヒンデミット (1895-1963) 

★レスピーギ (1879-1936) 

★コープランド (1900-1990) 

★ブリテン （1913-1976） 

民族的新古典主義 

（ハンガリー） 
★バルトーク 
 (1881-1945) 
★コダーイ  
(1882-1967) 

ソビエト音楽 
★プロコフィエフ (1891-1924) 
★ハチャトゥリアン (1903-1973) 

★カバレフスキー (1904-1937) 

★ショスタコーヴィチ(1906-1975) 

・フィールド・ハラー 

・ワークソング 

・スピリチュアルズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くの音楽家（特にユダヤ人） 

がアメリカへ亡命。 

1848 

後期ロマン派（第三世代） 

パリ   オペレッタ  (庶民的なオペラ) 

 

      ★ヨハン・シュトラウスⅡ世 (1825-1899) 

         ★オッフェンバック (1819-1880) 

         ★スッペ (1819-1895) 

★ビゼー (1838-1875) 

 

 
ウィーン、イギリス、アメリカ にも伝播。 

・「楽劇」無限旋律、ライトモチーフ 

★ワーグナー (1813-1883) 
 

アイドル奏者をやめ、 

「交響詩」の作曲へ ★リスト 
 

ブラームスに対抗する 

「ワーグナー派」の交響曲作曲家 

★ブルックナー(1824-1896) 

”絶対音楽” 

★ブラームス(1833-1897) 

シューマンや 

メンデルスゾーンを 

 受け継ぐ”保守派” 

自立美学 

ベルリオーズの 

流れを汲む 

“革新派” 

総合芸術 

共
通
の
目
標 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン 

音楽批評 

での論争 

〇ハンスリック 

〇ハンス・フォン・ビューロー 

v.s. 

〇ブレンデル 

〇ワーグナー自身 

「
軽
音
楽
」 

普
仏
戦
争 

フランス                  1875 

1871 パリ・コミューン ⇒ 第三共和政 

1870 

敗戦 

ショック 

による 

ドイツへの 

  対抗、 

ナショナ 

リズム 

1871 フランス国民音楽協会 
 

★フランク (1822-1890) 
★サン・サーンス (1835-1921) 

★フォーレ(1845-1924) 

  ★シャブリエ(1841-1894) 

プロイセン勝利‼ 

↓ 

1871 ドイツ帝国 建国 

オーストリア（ハプスブルク家）が 

ドイツから外され、 

「オーストリア＝ハンガリー帝国」に。 

「普遍性」「純粋性」のゲルマン精神 

南ドイツ(オーストリア)的 

「崇高」「精神性」の 

ゲルマン精神。北ドイツ(プロイセン)的 

国民楽派 (ドイツ/フランス/イタリア以外で台頭してきた界隈を“民族的”と括ったグループ) 

チェコ(ボヘミア) 
 

★スメタナ (1824-1884) 

★ドヴォルザーク (1841-1904) 

 

ノルウェー 

★グリーグ (1843-1907) 

ロシア五人組 
 

★ボロディン(1833-1887)    ★キュイ (1835-1918) 
★バラキレフ (1837-1910)   ★ムゾルグスキー (1839-1881) 
★リムスキー＝コルサコフ (1844-1908) 
 

モスクワ(西洋寄り) ★チャイコフスキー (1840-1893) 

末期ロマン派（世紀転換期） 

ドイツ/オーストリア 

末期ロマン派 

「ワーグナー」を継承した「重・厚・長・大」。 

転調、和声、様式、形式を限界まで拡大。 

★マーラー (1860-1911) [オーストリア] 

★フーゴー＝ヴォルフ (1860-1903)  [オーストリア] 

★リヒャルト・シュトラウス (1864-1949)  [ドイツ] 

フランス『近代音楽』印象派、ダンディズム、エキゾチズム、教会旋法 
 

★ドビュッシー (1862-1918) 

★ラヴェル (1875-1937)         ★サティ (1866-1925)  

国民楽派 (ドイツ目線では「時代遅れのロマン派音楽」とされた) 

イギリス 
 

★エルガー (1857-1934) 

★ホルスト (1874-1934) 

ロシア神秘主義(近代音楽) ★スクリャービン(1872-1915) 

 

                             同年代 

 
 

フィンランド 
 

★シベリウス (1865-1957) 

スペイン 
 

★アルベニス (1860-1909) 

★グラナドス  (1867-1916) 

★ファリャ     (1876-1946) 

 

ポーランド 
 

★シマノフスキ (1882-1937) 

アメリカ 
 

★マクダウェル (1860-1908) 

1876ベル    1877エジソン     1887ベルリナー     1900年前後には    1900～06 レジナルド・フェッセンデン 1920                1925                  

電話機発明 フォノグラフ発明  グラモフォン発明   SPレコード が標準に。    無線通信放送テストに成功。    商業ラジオ放送開始  電気録音盤 登場 

                                                                                                                                         →マイク前提の歌唱法の誕生（クルーナー唱法） 

前衛化・過激派 

秩序の破壊 
 

表現主義 

★ストラヴィンスキー 
 (1882-1971) [ロシア] 
 

未来派 

★ルイジ・ルッソロ 
(1885-1947) [イタリア] 

 

新ウィーン楽派 調性の否定（無調）、十二音技法 
 

★シェーンベルク (1874-1951) 

★ベルク (1885-1935) 

★ヴェーベルン (1883-1945) 

『現代音楽』 

フランス六人組 （サティの後輩たち。ジャズにも好意的） 
 

★デュレ (1888-1979)   ★オネゲル (1892-1955)  ★オーリック (1899-1983) →映画音楽でも活躍 

★ミヨー (1892-1974)     ★プーランク (1899-1963) ★タイユフェール (1892-1983) 

 

ナチスドイツ 

ワーグナーを筆頭とした 

「ドイツ人音楽」の称揚 

ド
イ
ツ
敗
戦 

フランスにも「真面目な音楽
ク ラ シ ッ ク

」の伝統を！ 

「ミュージック・ホール」誕生 

1852 チャールズ・モートン 「カンタベリ」からスタート 

上流社会のコンサートとは違う、“労働者のための娯楽空間”。 

パブと別の、「酒と歌や踊り」中心の場。 

1870 年代～   

ミュージックホール専門の歌が 

生まれるように。 

（上流社会の正当な「劇場派」に対する

「ミュージックホール派」階層の出現） 

ジンゴ・ソングの流行。 

大英帝國の愛国的ソング 

演し物の多様化（サーカス的）⇒ヴァラエティ・シアターの時代 

ミンストレル・ショー 最盛期 

★フォスター (1826-1864) ★ヘンリー・クレイ・ワーク (1832-1884) 

1848 イギリスから 

★ギルモア(1829-1892)  が来米。 
 

軍楽用ではないコンサート用バンドを発展させる。 

 

★スーザ(1854-1932) 「マーチの王」 

ブルース 

払い下げられた軍楽隊の楽器が黒人へ普及し 

ニューオーリンズにて黒人ブラスバンドも発生 

★スコット・ジョプリン(1867-1917) 

★トム・ターピン（1873-1922） 

★ベン・ハーニー（1872–1938） 

ジャズ 

NY 劇場街 ブロードウェイの発達/ティンパンアレーの形成 

 

「ミュージカル・コメディ」 

「ミュージカル・シアター」 

などの言い方が出現 

ニューオーリンズジャズ / ディキシーランドジャズ 
 

★バディ・ボールデン ★ジェリー・ロール・モートン  

★オリジナル・ディキシーランド・ジャズ・バンド 

1895 フランス 

リュミエール兄弟 

シネマトグラフ発明  

 映画の誕生 

 

20c 初頭  

映画音楽 
●スコアが用意され、劇場で 

オーケストラが奏でるパターン 

●ニッケルオデオン(小劇場)では 

ピアニストやオルガニストが 

      その場で合わせて 

即興演奏する 

パターン 

1917 ストーリーヴィル閉鎖 

⇒20 年代 シカゴ・ジャズ 

★ルイ・アームストロング  ★キング・オリヴァー 

 

 

1903 ★W.C.ハンディ が紹介し広まる（楽譜におこしただけ） 

1910年前後 ティンパンアレーのシートミュージックを通じて 

「ブルース」の語が広まる（※実はジャズ、ヴォードビル的） 

フィールドハラーからブルースが発達（ミシシッピ州デルタ地帯） 

エジソン系 

映画会社 

（トラスト） 

 

  V.S. 

新規参上 

映画会社 

（反トラスト） 

 

西海岸へ 

移転 

「ハリウッド映画」 

電気録音レコードの登場により 

トーキー映画  誕生 

1927 「ジャズ・シンガー」 

1923              1928                         動きと音楽を完全に一致させる 

ディズニー設立  「蒸気船ウィリー」     “アンダースコアリング“と“ミッキーマウジング” 

       初の長編トーキーアニメ 

アニメ 

映画 

1929~ 

ミュージカル映画 

の急増 

1930 年代 “アンダースコア”の 

発想が誕生  (ワーグナー、マーラー的) 

 ★マックス・スタイナー(1888～1971) 

★アルフレッド・ニューマン(1901～1970) 

★コルンゴルト(1897～1957) 

 
ニューヨーク・ブロードウェイ 

ティン・パン・アレー 

初期ミュージカル界を牽引した 

五大作曲家 
 

★アーヴィング・バーリン (1888-1989) 

★ジェローム・カーン (1885-1945) 

★ジョージ・ガーシュウィン (1898-1937) 

★リチャード・ロジャース (1902-1979) 

★コール・ポーター (1891-1964) 

（1914 

ティンパンアレーの 

出版社が集まり、 

著作権管理団体 

ASCAP 

誕生。） 

1927 「ショー・ボート」 

 ミュージカル史の“金字塔“ 

 オペレッタともコメディとも違う 

世界初の“ミュージカル”とされる 

1930 年代 

スウィング・ジャズ の時代 

ダンスミュージックとしてビッグバンド人気 

[代表的バンドリーダー] 

★デューク・エリントン 

★カウント・ベイシー ★ベニー・グッドマン 

★グレン・ミラー 

 ★ウディ・ハーマン 

 
マイクの登場と 

レコードやラジオの普及で 

シンガーの人気ー 

★ビング・クロスビー 

★ビリー・ホリデイ 

★エラ・フィッツジェラルド 

★フランク・シナトラ 

★サラヴォーン 
★ナット・キング・コール 

 

 

アンサンブルの発展 

★フレッチャー・ヘンダーソン 

★ポール・ホワイトマン 

 

※ポールホワイトマンの企画で、ガーシュウィン作曲 

「ラプソディ・イン・ブルー」が 

シンフォニック・ジャズと呼ばれ、クラシック的成功。 

 
黒人教会で 

ハモンドオルガン普及 

→ブラックゴスペル発展 

「クラシック・ブルース」(ジャズ的・都会的) 

★メイミー・スミス ★ベッシー・スミス 

★マ・レイニー ★アルバータ・ハンター 

★エセル・ウォーターズ ★リロイ・カー 

★クート・グラント ★クララ・スミス 

黒人市場向けの 

「レイス・レコード」の発生 

により境界線が可視化 

(人種的分断) 

原始的なギターブルース音源の登場 

黒人的フォークに反発する保守派のノスタルジー 

白人向けの田舎的表現、ヒルビリーの人気 

ゴスペル 

1861～1865 

[楽器] ドラムセットが 

現在に近い形に。 

[楽器] 

ギターを電気増幅させる試み 

「家具の音楽」 

第
二
次
世
界
大
戦 

★ヴィクター・ハーバート 

★ルドルフ・フリムル 

★シグムンド・ロンバーグ 

アルゼンチン 

ブラジル 

キューバ  

 

 

  

★カール・スターリング（1897～1972） 

・ボーカルグループ登場 

(初期 ドゥーワップ ) 

★インク・スポッツ 

★ミルズ・ブラザーズ 

フランス   カフェやミュージックホールでのレビュー・シャンソンやフランス映画の音楽の発達 

★ミスタンゲット ★シュバリエ ★ジョセフィン・ベーカー ★イヴォンヌ・ジョルジュ ★フレール ★ダミア ★ミレイユ ★ジャン・サブロン 

★ティノ・ロッシ ★シャルル・トレネ 

スペイン ★サラサーテ (1844-1908) 

フランス 

ロシア 
 

★ラフマニノフ (1873-1943) 

〝
真
面
目
な
〟
芸
術
音
楽
（
純
音
楽
）=

 

「

ク
ラ
シ
ッ
ク
」 

第
一
次
世
界
大
戦 

1914  

~ 1918 

1912 1926 ～ 

大   正 

1939~ 

 昭 和 開始 

フランスオペラ  ★マスネ (1842-1912) 
フランスオペラ 

 ★グノー (1818-1893) 

 

イギリスのオペレッタ 

サヴォイ・オペラ 

★アーサー・サリヴァン 
★ウィリアム・S・ギルバート 

ヴォードビル、レビュー など劇場娯楽の発達と、 

ライトオペラ、アメリカンオペレッタの人気 

三大 

オペレッタ作曲家 

“ブロードウェイの父” 

★ジョージ・M・コーハン 

ハバネラ 

 

キューバ・ハバナ発の 
 

            の流行 

★セバスティアン・イラディエル （1809～1865）（スペイン） 

『ラ・パローマ』のヨーロッパでのヒット → 中南米にも伝播 

『エル・アレグリート』はビゼーの『カルメン』にも借用された 

 

ソン 

ショーロ 

 

 

ミロンガ 

 ラグタイム 
アメリカ南部 

（=ラテンアメリカ圏の北部 

として見ることもできる） 
・ミンストレルショー内の 

「ケーク・ウォーク」 

（賞品のケーキを競う黒人を茶化した踊り） 

が独立して演奏されるように。 

南
北
戦
争 

アメリカ全土で 

ブラスバンドのブーム 

 ラテン 

アメリカ 
 

（中南米） 
 

各地で 
 

西洋音楽と 

アフリカ系 

リズムの 

融合した 

ジャンルの 

誕生 

奴隷制度の 

（形式上）廃止 

ゴスペルへの 

系譜に。 

ブルースへの 

系譜に。 

アフリカ打楽器音楽 

のビートと、西洋の 

ポルカなどの流行音楽、 

コントラダンサ（舞踏） 

などが中南米地域で 

結合し、様々な 

リズムパターンが誕生 

サンバ 

ルンバ 

ショーロの第一人者(フルート) 

★ジョアキン・カラード(1848～1880) 

ショーロ初のピアニスト    「ブラジルのショパン」 

★シキーニャ・ゴンザーガ(1847-1935) ★エルネスト・ナザレー(1863-1934)  

「ブラジルポピュラー音楽の父」 

★ピシンギーニャ(1897～1973) 

★ゼキーニャ・ジ・アブレウ（1880～1935） 

★エイトル・ヴィラ＝ロボス(1887～1959) 

★ジャコー・ド・バンドリン (1918～1969) 

★ガビノ・エセイサ（1858～1916） 

★イヒニオ・カソン（1864～1914） 
★ホセ・ベティノッティ（1878～1915） 

 

 
タンゴ 

ミロンガとカンドンベ(ウルグアイの打楽器音楽) 

などが融合。作者不詳の『バルトール 

(1880 出版）』が初のタンゴとされる 

タンゴ最初期のヒット曲 

★ロセンド・メンディサーバル （1868～1913） 『エル・エントレリアーノ』 
★アンヘル・ビジョルド （1861～1919） 『エル・チョクロ』 

グアルディア・ビエハ （=古いタンゴ、古典期） 

→バンドネオンや弦楽の導入で発展、ダンス音楽として数多くのスタンダード曲が残る 

パリなどに持ち込まれ「ヨーロピアンタンゴ」の世界的流行 

（日本では「コンチネンタルタンゴ」と呼ばれた） 

トリニダード・トバゴ カリプソ 

マルティニーク島 ビギン 

30 年代～ ナチスドイツ下で 

磁気テープの開発が進む 

「ソン」が欧米で「Song」に混同されぬよう、 

「ルンバ」として売られた。『南京豆売り』がヒット。 

各地のラテンジャンルが社交ダンスとして欧米にも広がり、ブームに 

社交ダンスとして発展し、「タンゴ黄金期」。 

田舎のアフリカ系「バトゥカーダ」と、白人都市音楽「ショーロ」の結合。 

最初期のサンバ音源『電話で（Pelo Telefone）』(1917)のヒット。 

リオのカーニバルでの伝播、定着。★ドンガ ★マウロ・デ・アルメイダ ★バイアーノ ★ジュリア・マルチンス 

カーニバル・サンバ、歌謡サンバ、社交ダンス、ｻﾝﾊﾞ･ｼｮｰﾛなど豊かに発展。 

★カルメン・ミランダ ★マリオ・ヘイス ★チコ・ビオラ ★カルトーラ ★ブラギーニャ ★アタウルフォ・アウヴェス 

      ★ノエル・ホーザ ★アリ・バホーゾ ★イズマエル・シルヴァ ★ネルソン・カバキーニョ 

南東部（オリエンテ地方）のトローバ（吟遊詩人）らによって誕生、発達。ダンソン（コントラダンサ、スペイン風舞曲）の流行によってさらに発展し、キューバの基幹音楽に。 

★シンド・ガライ（1867～1968）  ★ロセンド・ルイス（1885～1983） ★マリア・テレサ・ベラ （1895～1965） ★ラファエル・セケイラ ★アルベルト・ビジャロン（1882～1955） 

 

★セステート・アバネーロ ★トリオ・マタモロス 

中
南
米 

ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル 

吹
奏
楽 

クラシック寄り(国民楽派扱い) 

★ヴィラ＝ロボス(1887～1959) 

★ジャイミ・オヴァーリ(1894～1955) 

★ヘケル・タヴァレス（1896～1969） 

フランス 
 

1848 

第二共和政 

 

⇒ 

1852 

第二帝政 

イタリアオペラ  

★ヴェルディ (1813-1901) 

ドイツ楽壇の美学論争 

●ジャズやブルースでコントラバスが 

 使われはじめる（=ウッドベース） 

★ヒルビリーズ ★カーターファミリー ★ジミー・ロジャーズ 

★チャーリー・パットン ★ブラインド・レモン・ジェファーソン 

★サン・ハウス ★スキップ・ジェイムズ ★ロバート・ジョンソン 

★ミシシッピ・ジョン・ハート  ★ビッグ・ビル・ブルーンジー  

★レッド・ベリー  ★ライトニン・ホプキンス 

★アリスティード・ブリュアン  ★イヴェット・ギルベール 

★フェリックス・マイヨール   ★ハリー・フラッグソン 

活躍した 

指揮者 
★トスカニーニ (1867-1957) ★フルトヴェングラー  (1886-1954)  ★エーリヒ・クライバー  (1890-1956) ★フリッツ・ライナー (1888-1963) 

ベル・エポック期 

「モダン・シャンソン」発生 

「カンツォーネ・ナポリターナ」 イタリア 
大衆歌曲（ナポリ歌謡） ♪オ・ソレ・ミオ ♪帰れソレントへ 

♪フニクリ・フニクラ など 

イタリアオペラ（末期） 

 

★プッチーニ (1858-1924)  

★マスカーニ (1863-1945) 

1853                      1868                          1889（明治 22年）       1894～95      1904～05 

黒船来航       ～幕末動乱～        明治維新   (「西洋音楽」の導入)          大日本帝国憲法発布     日清戦争        日露戦争 



ファンキージャズ 
 

★ホレス・シルヴァー (Pf)  ★ハンク・モブレー(T.Sax)    ★カーティス・フラー(Tb)    ★リー・モーガン(Tp)  

★キャノンボール・アダレイ(Sax)     ★ナット・アダレイ(Cor)       ★ケニー・ドーハム(Tp)  

★ボビー・ティモンズ (Pf)   ★ジミー・スミス(Org)    ★ケニー・バレル(Gt）   ★ジョー・ザビヌル(Pf) 

 
 

●ミュージカル映画のピーク 

『巴里のアメリカ人(1951)』『雨に唄えば(1952)』 

『バンド・ワゴン(1953)』 

『暴力教室(1955)』 

→ロックンロール人気へ 

 

  
 

 

ゴスペル 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

  

グラムロック 
 

★デヴィッド・ボウイ 
★T レックス  ★マーク・ボラン 
★モット・ザ・フープル 
★ロキシー・ミュージック（★ブライアン・イーノ） 
 

★スレイド ★ゲイリー・グリッター 

プログレッシブロック 

[五大プログレバンド] ★イエス ★ジェネシス 

★キング・クリムゾン ★ピンク・フロイド 

★エマーソン・レイク&パーマー 
 

[その他] ★ラッシュ ★マグマ ★キャラバン 
★ムーディー・ブルース  ★ヴァン・ダー・グラフ・ジェネレーター 

50’s 後半～  1960 代～     1963      ケネディ       1964              1965 血の日曜日事件  1967      1968 

公民権運動    ベトナム戦争 ワシントン大行進 大統領暗殺   公民権法制定  マルコム X 暗殺    反戦デモ拡大    キング牧師暗殺 

1939       ～           1945 

ドゥーワップ ブーム 

 

『現代音楽』 (＝クラシックの流れを持つ 20 世紀の前衛・実験音楽のこと） 

トータル・セリエリズム (総音列主義) 
 

★ブーレーズ(1925-2016) ★ルイジ・ノーノ(1924-1990) 

★シュトクハウゼン(1928-2007) 

偶然性の音楽 ★ジョン・ケージ(1912-1992) 

プリペアド・ピアノ→易の音楽 

「チャンス・オペレーション」→「不確定性の音楽」 

1952『4 分 33 秒』 
楽譜上での新しい音の管理方法の研究 

 ストカスティック・ミュージック 

(推計音楽) 
 

 

★クセナキス(1922-2001) 

ミュージック・コンクレート 
 

★ピエール・シェフェール(1910-1995)  

★ピエール・アンリ(1927-2017) 

図形楽譜   ★モートン・フェルドマン (1926-1987)  

ミニマルミュージック 
★テリー・ライリー(1935-) 

★スティーブ・ライヒ(1936-) 

★フィリップ・グラス(1937-) 

★アルヴォ・ペルト（1935-）  ★マイケル・ナイマン(1944-) 

60 年代後半～ 

新規性の追求大喜利の行き詰まり 

「サウンド・スケープ」の提唱 
 

★マリー・シェーファー (1933-) 

アンビエント音楽 
 

★ブライアン・イーノ(1948-) 
 

ロックやテクノへ継承 

 

(ブラック・ゴスペル) 

カントリー (&ウエスタン) 

1939 ASCAP  1941                               終戦後、連合国側に 1948 LP レコード発売         ・ステレオ規格など           1957                           [楽器]エレピの普及   1962                        60 年代半ば～         [楽器]クラヴィネット登場 →スティービー・ワンダー           1970 年代～ 
著作権使用料 全米のラジオ局が              磁気録音技術が  1949 EP レコード発売           周辺技術の開発が進む       ステレオレコード発売               1954ウーリッツァー      コンパクトカセット   MTR(マルチトラックレコーダー)         メロトロン登場 →ビートルズ、キングクリムゾン  MTR は 24 トラックが主流に。モーグシンセが一般に認知されるようになる。 

大幅引き上げ  ASCAP の契約を更新せず、  流れ込む。       ＝ビニール盤(ヴァイナル)         ・テープが徐々に普及していき     しばらくモノラルとの     1959 フェンダー・ローズ  （カセットテープ）発売     オープンリール式 4 トラックの機種が登場。    モジュラーシンセ、モーグシンセサイザー開発     ポリフォニックシンセの開発が進む（オーバーハイムなど）。 

                                BMI の楽曲の使用にシフト。                            長時間録音・編集が可能に     混在期へ。                            発売                 録音物が「記録」から「作品」化。           ●Fuzz など歪み系エフェクターの発展          半導体技術の進歩に伴い、デジタル制御との融合、シーケンサーの発達。 

フィル・スペクターによるオーバーダビング、テープスライス、逆回転など 

ブルーグラスの派生 

★アール・スクラッグス ★ビル・モンロー 
★スタンレー・ブラザーズ  ★ジム＆ジェシー 

リズム&ブルース 
レイス・レコード 

音楽産業の再編成やテレビの登場による中産階級のラジオ離れにより、 

ラジオ局はブルースの黒人市場の「再発見」。 

レイス・ミュージックに代わって「リズム&ブルース」の語が普及。 

 

ビバップ  
スウィングの終演後のジャムセッションから発展。「即興演奏」が軸

に。大衆性を捨て、演奏者の技量試し・芸術路線へ。 

★チャーリー・パーカー(A.Sax)  

★ディジー・ガレスピー(Tp)  ★ケニー・クラーク(Dr)  

★バド・パウエル(Pf) ★セロニアス・モンク(Pf) 

★マイルス・デイヴィス (Tp) ★ファッツ・ナヴァロ (Tp) 

★レスター・ヤング(Cl,Sax)  ★コールマン・ホーキンス(Sax) 

★ロイ・エルドリッジ (Tp)    ★アート・テイタム(Pf) 

音楽産業の再編成や不況の影響でスウィングジャズは衰退。 

小コンボ編成でダンス・エンタメ路線のジャズバンドは継続し、 

ブルースフィーリングを強めた。黒人聴衆はむしろそちらを聴いたが 

「ジャズ史」にはならず、忘却されていった。 

ASCAP の問題などにより、ティンパンアレーはポップのメインストリームからは退潮へ。 

ミュージカルは独自に発達。      ★オスカー・ハマースタイン 

★リチャード・ロジャース ★レナード・バーンスタイン  ★フレデリック・ロウ 

クールジャズ  
ビバップの反動として 

室内楽的な統率 

★マイルス・デイヴィス (Tp) 

★ギル・エヴァンス (Arr.) 

★リー・コニッツ (A.Sax) 
★ジョージ・シアリング(Pf) 

★レニー・トリスターノ (Pf) 

★スタン・ゲッツ (T.Sax) 

1950 

ウエストコーストジャズ  

★チェット・ベイカー (Tp/Vo.)  ★デイヴ・ブルーベック (Pf) 

★アート・ペッパー (Sax)     ★ポール・デスモンド （Sax） 

★シェリー・マン (Dr)       ★ジェリー・マリガン (B.Sax) 

ロックンロールブーム  
(1950 年代後半) 
 

ラジオ DJ アラン・フリードが 

リズム&ブルースを「ロックンロール」と 

呼んで紹介し、若者に広めた。 

カントリー歌手のブルースカバー、 

ブルース歌手のカントリーカバーなど、 

互いのスタイルの結合へ。 

1960 

『マイ・フェア・レディ (1956)』 『ウエスト・サイド・ストーリー（1957）』 『サウンド・オブ・ミュージック（1959）』 『ハロー・ドーリー！（1964）』など 

ペ
イ
オ
ラ
・
ス
キ
ャ
ン
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モードジャズ 
コードからモードへ推し進めた牽引者 

★マイルス・デイヴィス(Tp) 

★ジョン・コルトレーン (T.Sax) 

 

ブリティッシュ・インヴェイジョン 
 

★ビートルズ ★ローリング・ストーンズ 

★キンクス ★アニマルズ ★ザ・フー 
★デイヴ・クラーク・ファイヴ ★マンフレッド・マン 

★フレディ&ザ・ドリーマーズ ★ゾンビーズ 
★ハーマンズ・ハーミッツ ★ヤード・バーズ ★スモール・フェイセス 

★ピーター＆ゴードン  ★スペンサー・デイヴィス・グループ 

ポスト・バップ（新主流派） 
 

★ハービー・ハンコック(Pf) 

★ウェイン・ショーター（Sax） 

★フレディ・ハバード(Tp) 

★トニー・ウィリアムス(Dr) 

★マッコイ・タイナー(Pf) 

★ロン・カーター(Ba) 

★ジョー・ヘンダーソン(T.Sax) 

ピアノトリオでのインタープレイ 

★ビル・エヴァンス（Pf） 

★スコット・ラファロ (Ba) 
 

サーフ・ロック 

★ビーチ・ボーイズ 
★ディック・デイル ★デル・トーンズ 

★ベンチャーズ   ★シャンテイズ 

★ジャン＆ディーン ★アストロノウツ 

フリージャズ 

★オーネット・コールマン（Sax） 

★チャーリー・ヘイデン (Ba) 
★ドン・チェリー (Tp) 
★ローランド・カーク (いろいろ)  
★アルバート・アイラー (Sax) 
★セシル・テイラー (Pf) 
★スティーブ・レイシー (Sax) 
★ファラオ・サンダース (Sax) 

1970 

★サン・ラ（宇宙思想） 

ロックミュージカルの登場 

 “声楽的ミュージカル”からの転換。 

『ヘア（1968）』  

『ジーザス・クライスト・スーパースター(1971)』など 

 

「ハリウッドシステムの 

「独占禁止法抵触」 

判決や、「赤狩り」の風潮 

により会社再編、世代交代 

第
二
次 

 
 

世
界
大
戦 

●ポップス   数々の映画主題歌が「スタンダード曲」に 

★ヴィクター・ヤング 

●劇伴 ★ヒューゴー・フリードホーファー ★アレックス・ノース 

★バーナード・ハーマン ★デイヴィッド・ラクシン 

★フランツ・ワックスマン ★ミクロス・ローザ ★ニーノ・ロータ 

●ディズニー 『白雪姫(1937)』『ピノキオ(1940)』『ファンタジア(1940)』など→『シンデレラ(1950)』 『不思議の国のアリス(1951)』 『ピーターパン(1953)』 『眠れる森の美女(1959)』など →  実写『メリー・ポピンズ(1964)』★シャーマン兄弟 → 1966 ウォルト・ディズニー死去 

テレビの普及と LP レコード人気により、 

ハリウッドは凋落。 
劇伴にポップスサウンドを導入・音楽ジャンルを越えた試み 
 

★ヘンリー・マンシーニ  
 

『ティファニーで朝食を(1961)』 『酒とバラの日々(1962)』 

TV シリーズ 『ピンク・パンサー』 『ピーター・ガン』 など 

(ポストバップ路線の継続、19 世紀末～近現代のクラシック手法への接近、ラテンの導入など） 

★ボブ・ブルックマイヤー   ★ボブ・ミンツァー        ★ジム・マクニーリー 

★キース・ジャレット     ★チャーリー・ヘイデン   ★ジム・ホール 

★V.S.O.P.クインテット     ★アンドリュー・ヒル 

★アンドリュー・ロイド・ウェバー 

★スティーヴン・シュワルツ  ★スティーヴン・ソンドハイム 

その他：『アニー(1977)』 

「トゥモロー」が有名に 

ハリウッド流シンフォニックスコアの復権   ★ジョン・ウィリアムズ 
19 世紀末のクラシックの手法を生かした作風。 

『ジョーズ(‘75)』 『未知との遭遇(‘77)』 『スターウォーズ(‘77)』 『E.T.(‘82)』など 

独自路線★エリック・ドルフィー(B.Cl) 

バップ路線★ウィントン・ケリー

(Pf) 

 

ボサノヴァ導入★スタン・ゲッツ（Sax） 

フュージョン的 映画音楽 

★デイヴ・グルーシン 

 

ガレージ・ロック ★ザ・スタンデルズ 

★ポール・リヴァイア&ザ・レイダーズ  

★キングスメン ★ストゥージズ 

★MC5 ★ソニックス ★モンクス 

ジャズに 

電気楽器導入 

ファンクやロックと 

融合を推し進める 
 

★マイルス・デイヴィス 

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン 

 ●典型的な「フュージョン」ギタリストの登場 

★ラリー・カールトン ★リー・リトナー ★アール・クルー 

★ジョージ・ベンソン ★ロベン・フォード ★ラリー・コリエル 
 

●ソウル・ファンク系のプレイヤーやバンド 

★スタッフ (★スティーヴ・ガッド) ★ジョージ・デューク ★ボブ・ジェームス 

★デイヴ・グルーシン ★ザ・クルセイダーズ（★ジョー・サンプル） 
 

●攻撃的なスタイルの新しいホーンサウンド 

★ブレッカー・ブラザーズ (★ランディ・ブレッカー ★マイケル・ブレッカー) 

★デイヴィッド・サンボーン 
 

●ジャズミュージシャンらによるクロスオーバー 

★ウェザー・リポート 
（★ウェイン・ショーター、★ジョー・ザビヌル、★ジャコ・パストゥリアス） 

★マハビシュヌ・オーケストラ （★ジョン・マクラフリン、★ビリー・コブハム） 

★リターン・トゥ・フォーエバー （★チック・コリア ★アル・ディ・メオラ） 

★ハービー・ハンコック ★ドナルド・バード ★パット・メセニー 

サイケデリック・ロック 

カウンターカルチャー、ヒッピームーブメント。 

★ビートルズ ★ピーチボーイズ 

★グレートフル・デッド 

★ジミ・ヘンドリクス ★ドアーズ 

★ジェファーソン・エアプレン 

★ジャニス・ジョプリン 

★ヴェルベット・アンダーグラウンド 

★ソフト・マシーン  ★フランク・ザッパ 

フォーク・ロック 

★ボブ・ディラン ★ザ・バーズ 

★サイモン&ガーファンクル 
★ザ・ママス＆パパス ★ザ・タートルズ 
★ザ・ラヴィン・スプーンフル ★ジョーン・バエズ 

★バッファロー・スプリング・フィールド 

★フェアポート・コンヴェンション 

★ジェームズ・ブラウン 

★スライ&ザ・ファミリーストーン 

★P ファンク 
(パーラメント/ファンカデリック) 

           

（ビッグバンド★スタン・ケントン） 

ヘヴィメタル  ★ブラック・サバス 
★ジューダス・プリースト ★スコーピオンズ 

★AC/DC  ★アクセプト  ★モーターヘッド 

パンクロック  原始
プ ロ ト

パンク ★MC5 

★ニューヨークドールズ ★ストゥージズ 
NY パンク ★ラモーンズ ★テレヴィジョン 

★ブロンディ ★パティ・スミス ★リチャード・ヘル  
 

ロンドンパンク ★クラッシュ ★ダムド ★ザ・ジャム 

★バズコックス   ★セックスピストルズ 

ポストパンク/ニューウェイヴ ★パブリック・イメージ・リミテッド 

★ザ・ポップ・グループ ★トーキング・ヘッズ ★ジョイ・ディヴィジョン 

★スーサイド ★XTC  ★スクイーズ ★ダイアー・ストレイツ  ★ポリス 

ニューソウル 

/ファンク 

 

ニューヨークのブロンクス地区の貧困層の若者らによる「ブロック・パーティ」において、 

ソウルやファンク音源での MC(ラップ)や DJ の登場 → オールドスクール・ヒップホップ 
 

★クール・ハーク  ★グランドマスター・フラッシュ  ★アフリカ・バンバータ 

1977 ハウス 誕生 

★ビル・コンティ 

『ロッキー（1976）』 

 

‘75 頃～ ディスコ・ブーム フィリーソウル 

の人気 

★ラリー・レヴァン 

★フランキー・ナックルズ 

マンボ 

（ダンソン、ルンバ に ジャズが加わる）ホーンセクションの強力さで世界的大ヒット。 

★オルケスト・アルカーニョ・イ・スス・マラビージャス ★イスラエル・カチャーオ・ロペス ★ペレス・プラード楽団 

★アルセニオ・ロドリゲス  ★ティト・ロドリゲス  ★マチート楽団   ★ザビア・クガート楽団 
チャチャチャ 

ソン・ダンソンをベースに、マンボよりテンポを落とし、 

キューバ本国で流行。★エンリケ・ホリン 

 
ダンス色が薄まり洗練化。 

 
★アントニオ・カルロス・ジョビン   

★ジョアン・ジルベルト 

サルサ 

 

戦後、若者にはアメリカのジャズやポップスのほうが人気へ。 

既存のアルゼンチンタンゴやブラジルのサンバが古いものになってしまい不人気、退潮・・・・。 
サンバをシンプルに 

洗練化させた。 ジャマイカ スカ 

NY の 

ラテン系移民 

モダン・タンゴ 
アルゼンチン 

ロック・ステディ 

レゲエ 

ルーツロックレゲエ（ルーツレゲエ） 

カリプソやジャズ、リズムアンドブルースなどが独自に融合、変形。 
★デリック・モーガン ★ザ・スカタライツ ★プリンス・バスター  

★ボブ・マーリー  ★バーニング・スピア ★カルチャー 

★ピーター・トッシュ ★バニー・ウェイラー ★オーガスタス・パブロ 

サルサ衰退、多くのラテンジャンルが 

ハウスやヒップホップを取り込み、クラブミュージック化へ 

・サウンドシステム・DJ 文化→ヒップホップへ 

 ・ドラムマシンやシンセサイザーの導入 

  （コンピュータライズド）→ダンスホールレゲエへ 

キューバ革命～ミサイル危機を経て国交を絶たれた NY のラテン系移民が発達させた音楽の総称。アフロキューバン音楽を継承・発展。 

ピアノのモントゥーノやティンバレスのアンサンブルが発達。★ルベン・ブレイズ  ★ジョニー・パチェコ  ★ティト・プエンテ  ★ボビー・ヴァレンティン 

ジャズ風クラシック曲 (ソ連・ウクライナ) 
 

★カプースチン(1937-2020)  

 ●ブギ(ブギウギ)を取り入れた 「ジャンプ・ブルース」 人気 

★ロイ・ブラウン ★ルイ・ジョーダン ★ビッグ・ジョー・ターナー 
★ワイノニー・ハリス ★ジョー・リギンス ★ブル・ムース・ジャクソン 

★ルース・ブラウン ★プロフェッサー・ロングヘア 

ロ
ッ
ク 

 ★メアリー・ウェルズ ★マーヴェレッツ ★ダイアナ・ロス＆スプリームス  

     ★メイブル・ジョン  ★マーサ&ザ・ヴァンデラス  ★フォートップス  

                    ★マーヴィン・ゲイ     ★ザ・テンプテーションズ 
                                                               ★オーティス・レディング ★ウィルソン・ピケット 
 

(スタックスレーベルなど)   ★ルーファス・トーマス  ★アレサ・フランクリン ★サム&デイヴ 

●ブリルビルでの優秀な作家チーム（ブリルビル・サウンド） 

★キャロル・キング&ジェリー・ゴフィン ★エリー・グリニッチ&ジェフ・バリー ★シンシア・ワイル&バリー・マン 
★バート・バカラック&ハル・デイビッド ★ドク・ポーマス&モート・シューマン  ★ジェリー・リーバー&マイク・ストーラー 

●1959 モータウン・レコード設立 

（ベリーゴーディー・Jr.） 
→ ノーザンソウル(デトロイト、シカゴなど) 

●サザンソウル/ディープ・ソウル (メンフィス) 

★ウディ・ガスリー ★ピート・シーガー 

★ザ・ウィーヴァーズ ★ランブリン・ジャック・エリオット 

フランス映画 ★オーリック  『赤い風車（1952）』  『ローマの休日（1953）』  『悲しみよこんにちは（1958）』 

              ★ジョセフ・コズマ 『夜の門』の主題歌『枯葉』がスタンダード曲に →イヴ・モンタン 

ワンコード中心のファンクの成立 
モータウン 

のさらなるヒット 

★スティービー・ワンダー 

★ジャクソン５ 

★マーヴィン・ゲイ 

    ★コモドアーズ 

    ★ダイアナ・ロス 

           

ニューソウル 

★ダニー・ハサウェイ 

★カーティス・メイフィールド  
 ★マリーナ・ショウ ★アル・グリーン 
★アイザック・ヘイズ  ★ジョニー・テイラー 
★ザ・ステイプルシンガーズ ★ボビー・ウーマック 

★オージェイズ 

★ビリー・ポール 

★ハロルド・メルヴィン 

&ザ・ブルー・ノーツ 

★テディ・ 

ペンダーグラス 

★ヴァン・マッコイ  ★ビージーズ 

★テイスト・オブ・ハニー ★ジョルジオ・モロダー 

★アース・ウィンド＆ファイアー ★ドナ・サマー 

★クール&ザ・ギャング  ★ヴィレッジ・ピープル 
★マイケル・ゼーガー・バンド ★シック  ★ABBA 
★シスター・スレッジ ★ビーチズ＆ハーブ ★ジンギスカン ★シャラマー 

シカゴブルース 

／メンフィス 

ブルース 

など 

★マディー 

・ウォーターズ 

★B.B.キング 
★フレディ・キング 
★アルバート・キング 

★サニーボーイ 

・ウィリアムソン 
★Tボーン・ウォーカー 

 

旋法の研究など ★メシアン(1908-1992) 

 

ディズニー 

模索期へ 

★スモーキー・ロビンソン 

★ザ・ミラクルズ 

★ベン・E・キング 

ブリティッシュ・ブルース 

★アレクシス・コーナー 

★シリル・デイヴィス 

★グレアム・ボンド 

★ジョン・メイオール 

★オリオールズ ★レーヴンズ ★ムーングロウズ 

★ペンギンズ ★クロウズ ★プラターズ 
★ファイブ・サテンズ ★スパニエルズ ★ザ・コーズ 

★ファイヴ・キーズ ★ドリフターズ ★ザ・クロウズ 

★ハープ・トーンズ ★ビル・ケニー 

★デルタ・リズム・ボーイズ 

アンデス（ペルー、ボリビア）～チリ、アルゼンチン フォルクローレ 
★アタウルパ・ユパンキ ★メルセデス・ソーサ ★ロス・ハイラス ★ビクトル・ハラ 

モ
ダ
ン
・
ジ
ャ
ズ 

※[楽器] 

●エレキベース 誕生 

1951 フェンダー 

プレシジョン・ベース 

●ギターの大音量化 

1952 

フェンダー・テレキャスター 

ギブソン・レスポール 

1954 

フェンダー・ストラトキャスター 

フランス 

イギリス スキッフル 

/ロックンロール 

★ロニー・ドネガン 

★トミー・スティール 

★アダム・フェイス 

★クリフ・リチャード 

 ハイエナジー 

（Hi-NRG） 

ユーロディスコの発展 

  →ユーロビートへ 

★シルベスター 

★イブリン・トーマス 

・「ハーモニック・ウォール」 ★ルチアーノ・ベリオ (1925-2003) 

・既存楽器の特殊音響的作品 ★シャリーノ(1947-) ★ラッヘンマン(1935-) 

・即興的実験音楽 ★グロボカール (1934-)・前衛的「総合芸術」 ★カーゲル (1931-2008) 

サザンロック ★オールマン・ブラザーズ・バンド  ★アトランタ・リズム・セクション  ★シー・レヴェル 

★マーシャル・タッカー・バンド ★レーナード・スキナード  ★モリ―・ハチェット  ★ブラック・フット  ★38スペシャル 

ハートランド・ロック ★ボブ・シーガー ★ブルース・スプリングスティーン 

★トム・ペティ＆ザ・ハートブレイカーズ ★ジョン・メレンキャンプ ★ジョン・ハイアット ★メリッサ・エスリッジ 
★イーグルス ★カーペンターズ ★CSN&Y 

★キャプテン&テニール ★オーリアンズ ★ロギンス&メッシーナ ★シールズ＆クロフツ ★ドゥービー・ブラザーズ ★フリートウッド・マック 

★キンテート・レアル ★マリアーノ・モーレス        クラシカルに芸術化。 

★フリアン・プラサ ★アニバル・トロイロ ★ロベルト・グレラ      ★アストル・ピアソラ 

キューバ キューバ革命 

～キューバ危機 

ブラジル 

アルゼンチン 

ボサノバ 
 ★バーデン・パウエル ★アイアート・モレイラ 

 ★セルジオ・メンデス 

アメリカン・プログレ・ハード  

★ボストン ★カンサス ★ジャーニー ★スティクス ★フォーリナー 

★REOスピードワゴン ★TOTO ★クラック・ザ・スカイ 

イージー・リスニング ブーム  

★ポール・モーリア ★レイモン・ルフェーブル ★フランク・プゥルセル 

フランス映画 ★ミシェル・ルグラン  『シェルブールの雨傘（1963）』 など 

★ジョン・バリー 『007シリーズ（1962～）』  

★ラロ・シフリン 『スパイ大作戦[ミッション・インポッシブル] (1966～)』 

★クインシー・ジョーンズ  ★ニール・ヘフティ ★ジェリー・フィールディング 

●イギリス・トラッドフォーク ★フェアポート・コンヴェンション ★ペンタングル ★スティーライ・スパン 

ソ
ウ
ル 

フォーク 
南部土着の民謡の発掘と、 

政治性・左翼性が結合。 
(ヒルビリー) 

音楽産業の再編成(ASCAP と BMI の対立)でヒルビリーなどの 

ローカル音楽が放送されるにあたり差別用語の”ヒルビリー”に代わって 

「カントリーミュージック」の語が普及。南部白人の保守層の支持。 

★ロイ・エイカフ  ★ハンク・ウィリアムズ  ★フレッド・ローズ 

★キティ・ウェルズ ★アーネスト・タブ 

★トーマス・ドーシー  ★マヘリア・ジャクソン 

★ワシントン・フィリップス  ★サリー・マーティン 
★ザ・ディキシー・ハミングバーズ ★シスター・ロゼッタ・サープ 

★ゴールデン・ゲイト・カルテット ★スワン・シルヴァートーンズ 

★ファイヴ・ブラインド・ボーイズ  ★ザ・ソウル・スターラーズ 

ブルース・ルーツ 
 

★チャック・ベリー 
★リトル・リチャード 

★ファッツ・ドミノ 

★ボ・ディドリー 

カントリールーツ（ロカビリー） 

★ビル・ヘイリー 
★エルヴィス 

・プレスリー 

   ★バディ・ホリー 
   ★カール・パーキンス 
    ★ジェリー・リー・ルイス 

       ★ジーン・ヴィンセント 

     ★エディ・コクラン 

     ★ヴィンス・テイラー 
      ★ジョニー・キャッシュ 

      ★ロイ・オービソン 

ブギウギ、ブルース、ドゥーワップなど 

黒人大衆向け音楽が広くこの語で示された。 

 

★マイルス・デイヴィス(Tp)  ★アート・ブレイキー (Dr) 

★ジョン・コルトレーン (T.Sax)   ★ソニー・ロリンズ(T.Sax) 

★ホレス・シルヴァー (Pf)    ★チャールズ・ミンガス (Ba) 

★クリフォード・ブラウン (Tp)   ★マックス・ローチ (Dr)    
★ポール・チェンバース (Ba) ★エルヴィン・ジョーンズ (Dr) ★ジャッキー・マクリーン（Sax） 

★ソニー・スティット(Sax) ★ハンク・ジョーンズ(Pf) ★ケニー・ドリュー(Pf)         
★デクスター・ゴードン (T.Sax)   ★レッド・ガーランド（Pf）  ★トミー・フラナガン（Pf） 

★アーマッド・ジャマル（Pf） ★ソニー・クラーク（Pf） ★モダン・ジャズ・カルテット（MJQ） 

ハードバップ 

スウィング時代のピアノスタイル★オスカー・ピーターソン（Pf） 

ビバップ路線の継続。特にブルース的要素の強いものがこう呼ばれた。 

 
 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル 

 

映
画
音
楽 

●シャンソン 

●モダンビッグバンド（ジャズオーケストラ） ★サド・ 

ジョーンズ 

&メル・ 

ルイス・ 

ジャズ・ 

オーケ 

ストラ 
   （サド 

メル） 

戦後・最盛期 左岸派 
★ジョルジュ・ユルメール ★イベット・ジロー★ジャクリーヌ・フランソワ  ★エディット・ピアフ ★イヴ・モンタン 
★リュシエンヌ・ドリーヌ ★リーヌ・ルノー ★アンドレ・クラヴォー ★シャルル・アズナヴル ★ジョルジュ・ムスタキ ★シャルル・デュモン 

★ジュリエット・グレコ ★レオ・フェレ ★カトリーヌ・ソバージュ 

★ボリス・ビアン ★マルセル・ムルージ ★コラ・ヴォケール 

★ジョルジュ・ブラッサンス 

50年代後半～ 

★ダリダ ★ジャック・ブレル イエイエ/フレンチポップス 
★ジョニー・アリディ ★サルヴァトール・アダモ 

★シルヴィ・ヴァルタン ★エンリコ・マシアス 

★ミシェル・ポルナレフ ★ミレイユ・マチュー 

★フランス・ギャル    ★クロード・フランソワ 

★レイ・チャールズ   

★サム・クック 

★ジャッキー 

・ウィルソン 

  イギリス  ★ディープ・パープル  ★レッド・ツェッペリン 
★クリーム ★エリック・クラプトン ★ジェフ・ベック 

★グランド・ファンク・レイルロード 
   

アメリカ  ★キッス ★エアロスミス ★モントローズ 

ハードロック 

★クイーン 

カントリーロック/ソフトロック 

●シンガーソングライターブーム ★ジェイムス・テイラー ★キャロル・キング 
★ジョニ・ミッチェル ★ニール・ヤング ★ビリー・ジョエル ★ローラ・ニーロ 

★ジャクソン・ブラウン ★カーリー・サイモン ★エルトン・ジョン ★ヴァン・モリソン 

★ロイ・ハーパー ★ジム・クロウチ  ★エリック・アンダーセン  ★ランディ・ニューマン 

★ボニー・タイラー ★トム・ウェイツ ★キャット・スティーヴンス ★リンダ・ロンシュタット 

★ドン・マクリーン  ★ジョン・デンバー  ★ニール・ダイアモンド 

 ジャズロック/ブラスロック 

★シカゴ  ★スティーリー・ダン 

★ブラッド・スウェット＆ティアーズ 

★チェイス ★サンタナ 

AOR 

/AC(アダルト・コンテンポラリー) 
★ボズ・スキャッグス 

★フリートウッド・マック 

ドイツ 電子音楽 （元祖テクノ/クラウトロック） 

★ノイ！★カン ★タンジェリン・ドリーム 

★クラフトワーク 

シカゴのディスコ「パラダイスガレージ」「ウェアハウス」 

での DJ が「シカゴハウス（ガラージュ）」というジャンルに。 

●フィル・スペクターによる録音技術の実験（ゴールドスター・スタジオ） → ウォール・オブ・サウンド 

ガールズグループ★シュレルズ ★ロネッツ ★シフォンズ ★クリスタルズ ★ディキシー・カップス  ★シャングリラス 

 ティーンアイドル ★パット・ブーン ★ポール・アンカ ★ニール・セダカ ★コニー・フランシス ★ブレンダ・リー 
★キャシー・リンデン ★フランキー・アヴァロン  ★リッキー・ネルソン ★ボビー・ダーリン  ★フェビアン ★ボビー・ライデル ★ボビー・ヴィー ★ダイアン・リネイ 

★ジョニー・ティロットソン ★アネット・ファニセロ ★シェリー・フェブレー ★コニー・スティーヴンス ★リンダ・スコット ★ペギー・マーチ ★レスリー・ゴーア 

ティーン・ポップの人気 

 

トーン・クラスター の使用 

★カウエル (1897-1965) 

★アイヴズ (1874-1954) 

★ペンデレツキ (1933-2020) 

★リゲティ (1923-2006) 

 

旧来「クラシック」の演奏実践・保存・啓蒙 
●指揮者 ★カラヤン(1908-1989) ★レナード・バーンスタイン(1918-1990)→ミュージカルの作曲でも活躍   ★オーマンディ(1899-1985)  ★ストコフスキー(1882-1977)  ★カルロ・マリア・ジュリーニ(1914-2005)  ★カルロス・クライバー(1930-2004) ★クラウディオ・アバド(1933-2014)  

●演奏家 ★ゲオルグ・ショルティ (1912-1997)  ★ルービンシュタイン (1887-1982) ★ヤッシャ・ハイフェッツ (1901-1987) ★パブロ・カザルス (1876-1973)  ★グレン・グールド(1932-1982)  ★マルタ・アルゲリッチ (1941-)  ★マウリツィオ・ポリーニ(1942-) 

イタリアなど オペラルーツの歌手の活躍  ★ルチアーノ・パヴァロッティ  ★プラシド・ドミンゴ  ★ホセ・カレーラス  ★アンドレア・ボチェッリ  ★ジュゼッペ・ディ・ステファノ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

〈バンド・ソウル・カントリー系のポップヒット〉 

★アデル         ★テイラー・スウィフト 

★マルーン５    ★ワン・ダイレクション    ★ブルーノ・マーズ 

ニュージャック・スウィング 

ムーブメント 

  

 

  

1980 年前後 

数多くの有名 

リズムマシンの発売 

（TR-808,909,707, 

Linn Drum など） 

→規則的なビートの誕生。 

2010 1980 1990 2000 2020 

 
 

〈グラムメタル〉  

（アリーナ 

ロック） 

 

 ポストパンク／ニューウェイヴ    ～「ニューロマンティック」（第二次ブリティッシュインヴェイジョン） 

 

★パブリック・イメージ・リミテッド ★XTC ★スクイーズ ★デュラン・デュラン ★アダム＆ジ・アンツ 

★ザ・ポップ・グループ  ★ワイヤー    ★ダイアー・ストレイツ ★ヴィサージ ★カルチャークラブ ★バグルス 
★トーキング・ヘッズ    ★マガジン   ★ポリス ★ゲイリー・ニューマン ★ヒューマン・リーグ ★ABC ★ジャパン 
★ジョイ・ディヴィジョン ★ザ・キュアー ★エルヴィス・コステロ   ★バウ・ワウ・ワウ   ★デペッシュ・モード 
★ギャング・オブ・フォー ★ザ・フォール ★スクリッティ・ポリッティ  ★ニューオーダー    ★アズテック・カメラ 

         ★ワム！ 

〈NWOBHM〉 ★アイアン・メイデン 

★デフ・レパード ★サクソン ★サムソン 
★ダイアモンド・ヘッド  ★エンジェル・ウィッチ 
★ヴェノム ★グリム・リーパー ★タイガース・オブ・パンタン 

ハードコア 

★ブラック・フラッグ 
★バッド・ブレインズ 

★デッド・ケネディーズ 

★ディスチャージ 
★エクスプロイテッド 

★ビッグ・ブラック 

ソロシンガー 
★マドンナ ★シンディー・ローパー 

★カイリー・ミノーグ 

★デビー・ギブソン 

★ケイト・ブッシュ 

AOR/AC(アダルト・コンテンポラリー)/ソフトロックなど  
★ボビー・コールドウェル ★シカゴ ★ニール・ダイアモンド 

★バーブラ・ストライサンド ★クリストファー・クロス ★TOTO 

★ルパート・ホルムズ 

 

 

 

オルタナティブロック 

ク
ラ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク 

ダンスホールレゲエ 80ｓ前半「ラバダブ」  80ｓ中盤～ コンピュータライズド革命「ラガ（ラガマフィン）」 
★イエローマン ★シャバ・ランクス ★ニコディマス ★キング・ジャミー ★ウェイン・スミス ★ニンジャマン ★スーパーキャット ★ショーンポール 

★ブジュ・バントン ★バウンティー・キラー ★ビーニ・マン ★スティーリィ＆クリーヴィ ★ボビー・デジタル・ディクソン ★スライ&ロビー ★タイガー 

ハ
ウ
ス
系 

シカゴハウス 

★フランキー・ナックルズ  ★ロン・ハーディ 
★Mr.フィンガーズ（ラリー・ハード） ★JMシルク ★トッド・テリー 

★ジェシー・サンダース  ★マーシャル・ジェファーソン 

デトロイトテクノ ★デリック・メイ 

★ホアン・アトキンス ★ケビン・サンダーソン 

アシッドハウスの誕生 

★Phuture（フューチャー） 

ヨーロッパでのハウス人気  [セカンド・サマー・ 

★M/A/R/R/S ★シェイメン    オブ・ラブ] 

レイヴ（野外パーティー） 

の人気、アシッドハウス 

隆盛 

ミクスチャーロック 

★レッド・ホット・チリ・ペッパーズ 

★リヴィング・カラー ★プライマス 

グランジブーム 

(シアトル) 

★ニルヴァーナ 
★パール・ジャム 

★サウンド・ガーデン 

★アリス・イン・チェインズ 

★マッドハニー 

オルタナ発生 

★R.E.M  ★ピクシーズ 
★ジェーンズ・アディクション 

★ソニック・ユース 

 

インダストリアル 

★ミニストリー 

★ナイン・インチ・ネイルズ 

★マリリン・マンソン 

(その他) 

★ダイナソーJr. 

★スマッシング・パンプキンズ 
★ストーン・テンプル・パイロッツ 
★ブラインドメロン 

ポストグランジ 

★フー・ファイターズ ★ブッシュ 

★コレクティブ・ソウル ★ライブ 
★グー・グー・ドールズ 

 UK「マッドチェスター」 
★ストーン・ローゼズ  

★ハッピー・マンデーズ 

★インスパイラル・カーペッツ 

★シャーラタンズ 

★プライマル・スクリーム 

ブリットポップ・ムーブメント 

★オアシス ★ブラー ★ミューズ ★パルプ 
★アッシュ ★ブルートーンズ ★ステレオフォニックス 

★スウェード ★ザ・ヴァーヴ ★スーパーグラス 

★クーラ・シェイカー  ★トラヴィス ★ドッジー 
★ノーザン・アップロア ★オーシャン・カラー・シーン 

ポップパンク/メロコア 

★グリーンデイ ★オフスプリング 

★ウィーザー ★NOFX 

★バッドレリジョン 

★ブリンク 182 ★ライフタイム 

ミクスチャーロック／スカパンク    
★レイジ・アゲインスト・ザ・マシーン 

★ランシド ★サブライム 
★フィッシュボーン  ★311 

  

シューゲイザー（ネオサイケデリア/ドリームポップ） 

★マイ・ブラッディ・ヴァレンタイン 

★ジーザス・アンド・メリーチェイン 
★スロウダイヴ ★ライド ★ラッシュ 
★ムーンシェイク ★スワーヴドライヴァー 

★テレスコープス ★カーヴ ★メディスン 

★ペイル・セインツ ★チャプターハウス 
★ザ・フレーミング・リップス ★マーキュリー・レヴ 

★アメリカン・アナログ・セット 

ソロ ★シェリル・クロウ 

★ビョーク ★ベック 

★レニー・クラヴィッツ 
★ベン・ハーパー  ★スティング 

★サラ・マクラクラン ★アラニス・モリセット 

ビッグビート（ロックへの接近）★ポール・オーケンフォールド 

★ファットボーイ・スリム ★ケミカル・ブラザーズ ★アンダーワールド ★プロディジー 

ハードコアテクノ／ガバ 

★メスカリナム・ユナイテッド 

★ネオファイト 

★ザ・スタンド・ガイズ 

トランスミュージック 

（ゴアトランス／サイケデリックトランス） 

★ソーラー・クエスト ★ジュノ・リアクター 

★インフェクテッド・マッシュルーム 

ミニマルテクノ 

★ロバート・フッド ★ダニエル・ベル 
★ジェフ・ミルズ ★リッチー・ホウティン 

プログレッシブハウス 

★レフト・フィールド ★ドラム・クラブ ★スプーキー ★フェイスレス 

★ガッド・デコール ★サッシャ ★ジョン・ディグウィード 

ハードハウス（NY）★ジュニア・ヴァスケス 

★ダニー・テナグリア ★ジョナサン・ピーターズ 

ディープハウス 

（≒従来のハウス） 

テックハウス 

★ラヨ・パスキン ★Mr.C 

★テリー・フランシス 

アシッドジャズ／クラブジャズ 

★インコグニート ★ジャミロクワイ 

★ブラン・ニューヘヴィーズ 

各地のハウス系ヒットソングの登場 

（＋ イタロハウス,ユーロビート,Hi-NRGなども） 

★ブラック・ボックス ★テクノトロニック 

★スナップ! ★クリスタル・ウォーターズ 

★C&C ミュージックファクトリー 

フレンチハウス   ★ダフトパンク 

ジャングル  ★レベル MC  ★Mビート 

 

エレクトロニカ/IDM  (フォークトロニカ) 

★オウテカ  ★アクフェン   ★フォーテット 

★ジ・オーブ  ★オヴァル    ★ティコ ★ビビオ 

 

 

 

 

 

 

★LTJブケム 

★ファビオ 

★ゴールディー 

★４ヒーロー 

ドラムン 

ベース 

ドリルンベース/ブレイクコア 

<コーンウォール一派> 
★スクエアプッシャー ★ミュージック 

★エイフェックス・ツイン  （μ-ziq） 

ダブ 

ステップ 

リキッドファンク ★DJハイプ ★ハイ・コントラスト ★ダニーバード 

★ロンドン・エレクトリシティー ★ロジスティクス 

★ブリアル ★アートワーク 
★ベンガ ★スクリーム ★ハッチャ 

 

 

 

 

ダッチトランス 

★ティエスト ★アーミン・ヴァン・ブーレン  
★フェリー・コーステン ★ランク１ ★ガレス・エメリー 

エレクトロ 

ハウス 

★ベニー・ベナッシ ★デッドマウス 
★デヴィット・ゲッタ★ジョン・ダールバック 

<フレンチ・エレクトロ> 

★ジャスティス 

★ブレイク・ポット 

★サンジェルマン 

★セバスチャン 

★DJ メディ ★カシアス 

エレクトロクラッシュ 

★DJヘル ★ティガ 

★フィッシャースプーナー 
★ミス・キティン・アンド・ザ・ハッカー 

★LCDサウンドシステム 

★ヴィタリック ★フリーズポップ 

Ｅ
Ｄ
Ｍ 

 ポストロック    

 

 

〈シカゴ音響派〉 

★トータス ★シーアンドケイク 
★スリント  ★ブロークバック 

★シカゴ・アンダーグラウンド 

★ガスター・デル・ソル 
★サムプレコップ   ★プルマン 

★エアリアルエム ★アイソトープ 217 

フリーフォーク/フリークフォーク 
★アニマルコレクティブ 

★デヴェンドラ・バンハート 

★ジョアンナ・ニューサム 

 

オーストラリア ★ペンデュラム 

プエルトリコ  レゲトン  
★ダディー・ヤンキー 
★ニーナ・スカイ ★N.O.R.E. 

 
UK ★コールドプレイ  ★アークティック・モンキーズ ★ゴリラズ ★ザ・クークス 

★ビッフィ・クライロ  ★マキシモ・パーク  ★マッカビーズ  ★ザ・ビュー  ★カサビアン 
★ザ・リバティーンズ  ★フランツ・フェルディナンド  ★ハードファイ   ★ザ・ホラーズ  ★コーティナーズ 

                                                                                                                            ★ブロック 

 ・パーティー 
★フォールズ 

 
トリップホップ ★マッシヴ・アタック ★ポーティスヘッド ★ラム ★トリッキー 

エレクトロニカへの接近 ★レディオヘッド 

ラウド系/ニューメタルなど ★スリップ・ノット 
★システム・オブ・ア・ダウン ★インキュバス 

ダブステップ（ブロステップ）★スクリレックス  ★ラスコ  ★ナイフパーティー 

  ★キル・ザ・ノイズ ★シックドープ  ★ゾンボーイ  ★クルーウェラ ★ジャック U 

ベースミュージック系 EDM 

ハウスミュージック系 EDM 

[ビッグルーム]  大型フェスティバルや大箱のクラブで鳴る EDM の典型。 
 

エレクトロハウス、トランス、プログレッシブハウス など 

 

★デヴィッド・ゲッタ ★LMFAO  ★カルヴィン・ハリス ★KSHMR ★W&W 

★ブラック・アイド・ピーズ  ★アフロジャック  ★ゼッド  ★アヴィーチー 
★ニッキー・ロメロ ★スウェディッシュ・ハウス・マフィア ★ハードウェル ★カスケード 
★エリック・プライズ ★ショーテック ★ディミトリー・ヴェガス＆ライク・マイク ★ギャランティス 
★アラン・ウォーカー  ★マーティン・ギャリックス ★ケーズ ★ディサイブルズ  ★アレッソ 

★スティーヴ・アオキ ★アバヴ＆ビヨンド ★ポール・ヴァン・ダイク ★キャメルファット ★ポーター・ロビンソン 

ポップス(ソウル/ファンクなど) 

/ブラック 

コンテンポラリー（バラード系) 

ロンドンミュージカルの人気 

 ・「ベルト唱法(Belting)」 

(=声楽的発声ではなく、地声で強く)が必要に。 

『キャッツ』 『エヴィータ』 『スターライト・エクスプレス』 

『レ・ミゼラブル』 『ミー・アンド・マイ・ガール』 

『オペラ座の怪人』 『ミス・サイゴン』『サンセット大通り』など 

ヒップホップ 

★ルーサー・ヴァンドロス ★フレディ・ジャクソン 
★グレン・ジョーンズ  ★メリッサ・モーガン 

★マーク・サダーン  ★アニタ・ベイカー 
★レイ・パーカー・ジュニア  ★レオン・ブライアント 

★マーヴィン・ゲイ  ★カシーフ ★イブリン・キング 

★マイケル・ジャクソン    ★テディー・ライリー 
★プリンス           ★ベイビーフェイス 
★ジャネット・ジャクソン     ★ガイ ★ボビー・ブラウン 
            ★ジャム＆ルイス       ★ジョニー・ギル 

        ★SOSバンド ★シェレール  ★キャリン・ホワイト 

        ★アレクサンダー・オニール   ★ザ・ウィスパーズ 
 

★チャカ・カーン  ★ホイットニー・ヒューストン 

     

打ち込み系 

ポップス 

ブラック・コンテンポラリー路線 

 

R & B 
コンテンポラリー 

★ボーイズ・ツー・メン  ★トニー・ブラクストン ★ロンダ・クラーク ★アッシャー  ★モンテル・ジョーダン  ★エイメリー ★ネリー ★プリティ・リッキー 

★アン・ヴォーグ ★TLC ★ジョデシィ ★ハイ・ファイブ ★SWV ★ドュルー・ヒル ★ドネル・ジョーンズ ★マーカス・ヒューストン  ★プッシーキャット・ドールズ 

 ★アル・Ｂ・シュア！  ★ブラック・ストリート  ★R・ケリー  ★テヴィン・キャンベル   ★ジョニー・ケンプ ★ジャギド・エッジ ★ケリー・ヒルソン  ★レイ・ジェイ 

                            ★シャニース  ★トニ！トニ！トニ！  ★アディーナ・ハワード   ★グルーヴ・セオリー   ★アシャンティ  ★T-ペイン  ★シアラ   

                ★ヴィネッサ・ウィリアムス  ★マーク・モリソン ★ソウル・フォー・リアル  ★フェイス・エヴァンス ★マリオ ★マイア 

                 ★レジーナ・ベル  ★ブランディ ★シャンテ・ムーア ★ケー・シー・アンド・ジョジョ  ★ジェニファー・ロペス ★ニーヨ  

                 ★ミッシー・エリオット  ★マライア・キャリー  ★ローリン・ヒル  ★エイミー・ワインハウス ★ジョー ★ブライアン・マックナイト  

★セリーヌ・ディオン  ★メアリー・Ｊ・ブライジ  ★モニカ  ★アリーヤ  ★キーシャ・コール   ★ロビン・シック 
 

ネオ 

ソウル 

★ディアンジェロ   ★エリカ・バドゥ  ★アリシア・キーズ ★エリック・ベネイ ★ジョン・レジェンド 

★ミシェル・ンデゲオチェロ  ★ジル・スコット  ★レイラ・ハサウェイ   ★ローリン・ヒル   ★ビラル 
★アンソニー・ハミルトン   ★ミュージック・ソウルチャイルド   ★ドゥウェレ   ★マックスウェル 

ディズニー映画 

新時代 

 
音楽で新しさを 

アピール。 

『リトル・マーメイド(‘89)』『美女と野獣（’91）』『アラジン（’92）』『ライオン・キング（’94）』  『ターザン(’99)』 『リロ＆スティッチ（’02）』  

    (※ピクサー映画は非ミュージカルで差別化。)                                                                             →★フィルコリンズ   →既存曲の積極的使用 

1994 年 ディズニー資本が舞台へ衝撃参入。 

『美女と野獣（’94） 『ライオン・キング（’97）』『アイーダ（’00）』など 

★ハワード・アシュマン（詞） 

★アラン・メンケン（曲） 

★ハンス・ジマー 

『パイレーツ・オブ・カリビアン』 

★ハワード・ショア 

『ロード・オブ・ザ・リング』 

 

  ★ヴァンゲリス（ギリシャ）        ★エンニオ・モリコーネ（イタリア） 

『炎のランナー』          『ニューシネマ・パラダイス』 

 

 
特定のアーティストの 

ヒット曲で構成。 

「マンマ・ミーア！ 

（ABBA）」など 

●ディズニーアニメ 

『塔の上のラプンツェル(‘11)』 

『アナと雪の女王(‘13)』 

●実写ミュージカル映画のヒット 

『ララランド(‘16)』 『グレイテスト・ショーマン(‘18)』 

  

新伝承派 フュージョンに対抗し、伝統的なビバップを演奏。 

★ウィントン・マルサリス  ★ブランフォード・マルサリス 

ジャズ（ポストバップ）・ フュージョン の併存 

★マーカス・ミラー  ★マイク・スターン  ★ビル・エヴァンス（Sax） 
★ハービー・ハンコック ★チック・コリア（エレクトリックバンド/アコースティックバンド） 
★デイヴ・ウェックル  ★ジョン・パティトゥッチ 

★ジャコ・パストゥリアス ★パット・メセニー ★ビクター・ウッテン 
★ミシェル・カミロ ★ジョン・スコフィールド ★デニス・チェンバース 

★ケニー・ギャレット ★ミシェル・ペトルチアーニ 

★フレッド・ハーシュ ★ケニー・ワーナー ★マルグリュー・ミラー 
★エンリコ・ピエラヌンツィ  ★ジョージ・アダムス ★マイルス・デイヴィス M-BASE派   

★スティーブ・コールマン   ★グレッグ・オズビー 

★ジェリ・アレン             ★グレアム・へインズ 

★カサンドラ・ウィルソン   ★ジョン・ゾーン 

★ビル・ラズウェル          ★ティム・バーン 
★ゲイリー・トーマス             ★ビル・フリゼール 

★ロビン・ユーバンクス 

新伝承派に対抗し、新しいジャズを画策した 

ブルックリン中心の若手。 

  

スムースジャズ の台頭 
（ＡＯＲ・ブラックコンテンポラリー路線） 

★グローヴァー・ワシントン・Ｊｒ． 

★ケニーＧ   ★シャカタク 
★マイク・マイニエリ ★ステップス・アヘッド 

★ジェフ・ローバー ★スパイロ・ジャイラ 

★ザ・リッピントンズ ★ハーブ・アルパート 

フュージョン / スムースジャズ（90 年代～） 

★イエロージャケッツ   ★キャンディー・ダルファー   ★フォープレイ   ★ネイザン・イースト 

★ジェラルド・アルブライト ★エリック・マリエンサル ★チャック・ローブ ★ブライアン・カルバートソン 

コンテンポラリージャズ  非フュージョンとしてのジャズにこだわりつつ、一部はネオソウルビートに接近。 

★ロイ・ハーグローヴ ★RHファクター ★ジョシュア・レッドマン ★クリスチャン・マクブライド ★ブラッド・メルドー 

★アヴィシャイ・コーエン ★ブライアン・ブレイド ★マーク・ターナー ★エリック・ハーランド ★ピーター・バーンスタイン 
★ベン・モンダー  ★カート・ローゼンウィンケル  ★クリス・ポッター  ★ビリー・チャイルズ  ★ジェフ・パーカー 
★ジェイソン・モラン ★アーロン・ゴールドバーグ ★テイラー・アイグスティ ★ジョン・メイヤー ★ダニー・マッキャスリン 
★アダム・ロジャーズ ★ヴィンセント・ハーリング ★ウォルター・スミスⅢ世 ★ニコラス・ペイトン ★ヤネク・グウィズダーラ ★Hiromi(上原ひろみ) 

ファンク系 ★ソウライヴ ★レタス 

コンテンポラリージャズ側からの、ネオソウルやヒップホップへの積極的な融合の動き。 

ほか、民族的音階、エレクトロニカ、クラシック的技法、ポストバップ継承などそれぞれの方向性。 

●ジャズボーカル  ★ノラ・ジョーンズ 

（カントリー、シンガーソングライター路線だったが 

ブルーノートからデビューしたため、話題に） 

★ロバート・グラスパー ★フライング・ロータス ★デリック・ホッジ  ★クリス・デイヴ ★ケイシー・ベンジャミン 

★テイラー・マクファーリン ★リオーネル・ルエケ ★マーク・コレンバーグ ★ネイト・スミス ★ジュリアン・ラージ 

★カマシ・ワシントン ★クリスチャン・スコット ★アントニオ・サンチェス ★マイク・モレノ ★ジョジョ・メイヤー 

★サンダーキャット ★アーロン・パークス ★ケンドリック・スコット ★ヴィージェイ・アイヤー ★ニール・フェルダー 

★ティグラン・ハマシヤン ★アントニオ・ロウレイロ ★テラス・マーティン ★シャイ・マエストロ ★ジョナサン・ブレイク ★ディアントニ・パークス 

★マーク・ジュリアナ ★ミゲル・ゼノン ★ベン・ウェンデル ★ジェラルド・クレイトン ★ニコラ・コンテ ★SF JAZZ コレクティブ 

2010 年代後半～ ●ジャズボーカル（同世代の複雑なジャズに適応した世代）★グレッチェン・パーラト  ★ベッカ・スティーヴンズ 

★エスペランサ・スポルディング ★レベッカ・マーティン ★ホセ・ジェームス ★グレゴリー・ポーター 
                                                         ★ペトラ・ヘイデン 
 

                                                         ★ローレン 

・デスバーグ 

 

・Jafankadansion(ジャズ＋ファンク＋ダンス＋フュージョン) 

★スナーキー・パピー ★マイケル・リーグ ★コーリー・ヘンリー 

★ボブ・レイノルズ ★ショーン・マーティン  ★ファンキーナックルズ 
 

・エレクトロサウンド ★アノマリー ★ノウワー ★ルイス・コール 
  

 

 

・「フューチャー・ソウル」 ★ハイエイタス・カイヨーテ 
 

・ネオソウル～ビート系～アコースティック系など     ・YouTube発マルチプレイヤー 
★BIG YUKI  ★ゴーゴー・ペンギン                ★ジェイコブ・コリアー 
★ファビアン・アルマザン                          ・「ミニマル・ファンク」  
★ジェームス・フランシス ★ヌビヤ・ガルシア          ★ヴルフペック 

★アンブローズ・アキンムシーレ 

モダンビッグバンド  ★ヴァンガード・ジャズ・オーケストラ (サドメルの後継)  ★GRPオールスター・ビッグバンド ★ゴードン・グッドウィン・ビッグ・ファット・バンド  → 「ラージアンサンブル」  （近代クラシック的・吹奏楽的技法） ★マリア・シュナイダー・ジャズ・オーケストラ         弦楽器を含んだ編成の導入・発展 ★狭間美帆 

オールドスクール 

 

★シュガーヒル・ギャング 

★トリーチャラス・スリー 

★カーティス・ブロウ 

★スーパー・ウルフ 

★スプーニー・ジー 

★グランドマスター・フラッシュ 

★アフリカ・バンバータ 

（グラフィティ 

→★ファブ・ファイブ・フレディ） 

 

ゴールデンエイジ・ヒップホップ 
 
 

★ラン DMC  ★パブリック・エネミー ★チャック D 

★UTFO      ★ブギ・ダウン・プロダクションズ 

★LL クール J ★クール・モー・ディー ★X クラン 

★フーディニ    ★ラキム  ★ケアレスワン 

                    ★ジュース・クルー 

 

★デ・ラ・ソウル ★Qティップ 

★ア・トライブ・コールド・クエスト 
★ブラックシープ ★ジャングル・ブラザーズ 
★ビッグ・ダディ・ケイン ★スリック・リック 

★ステッツァソニック ★ビート・ナッツ 

★クイーン・ラティファ ★モニー・ラヴ 

★ア・リーダー・オブ・ニュースクール 

★ネイティブ・タン 
 

ポップラップ ★ＭＣハマー ★トーン・ロック ★ヤングＭＣ 

ギャングスタ・ラップ 
 

[西海岸]（G ファンク）  

★アイス T ★N.W.A. 
★ドクター・ドレー 

★イージーE 
★アイスキューブ 
★スヌープ・ドッグ 

★２パック ★ウォーレン G 

★サイプレス・ヒル ★E-40 

V. S. [東海岸] 
★ノトーリアス 

B.I.G. 

★ウータン・クラン 

★モブディープ 

★M.O.P. ★ギャング・スター 

★ジェイ Z ★リル・キム 
★ナズ  ★パフ・ダディー 

EDM～R&B～ヒップホップ～レゲトン～ロックなどが包括された  ポップ・ヒット 

 

 

  

EDM トラップ  

フューチャーベース ★フルーム ★イレニアム 

★リド  ★ムラ・マサ  ★サンホーロー  ★スラッシー  

★ルイス・ザ・チャイルド  ★カシミアキャット   

1982 MIDI 規格 の制定 

 楽器間の演奏情報のやりとりが可能に。 

・MIDI シーケンサーが普及 

1983 ヤマハ デジタルシンセ 

   DX-7 発売 

   FM 音源方式の普及 

1981 MTV 開始、 MV の重要性上昇 

1982  CD の登場 → 1986  CD の販売数が LP レコードを追い抜く 

●PCM シンセ の登場、普及 →各種鍵盤楽器の機構上の違いがなくなる 

（キーボード、エレピ、シンセなど） 
1986 

DAT(Digital Audio Tape)規格 がまとまる 

（→デジタル MTR = 磁気テープにデジタル録音） 

1991 GM 規格 の制定。 

（コントロールチェンジ、音色マップの統一） 

1991 ProTools 発売。 

ハードディスクレコーディングの時代へ 

1992  waves audio 設立 Q10(EQ)発売 

1994  L１マキシマイザー 発売 

シーケンサー（MIDI 入力ソフト）とレコーディングシステム（オーディオ編集ソフト）が互いの機能を取り込み統合化。 

ソフトシンセやエフェクターなどがすべて「プラグイン」として統合管理へ →DAW の基礎が完成 

2001 iZotope 設立   Ozone 発売 

●mp3 圧縮の開発 →解像度を下げる方向への進化（退化）の発生       ●iTunes, iPod の登場 

00 年代～ デジタルの 0dBFS に迫る「音圧戦争」のチキンレース化。 
2005 YouTube 設立 2010 年代～  

ストリーミングサービス の普及 

  Apple Music, Spotify など 
 

   （→ラウドネスノーマライゼーション） 

2017～ 

TikTok（国際版） 

   サービス開始 
1997 ピッチ補正ソフト AutoTune 発売 →ケロケロボイスの発生 

オルタナティブ R&B 
★SZA ★ケラーニ ★カリード ★ケレラ ★ブライソン・ティラー 
★サマー・ウォーカー ★ダニエル・シーザー  ★スノー・アレグラ 

★マック・エアーズ ★シド ★ジェネイ・アイコ ★FKAツイッグス 

〈2010 年代後半〉レゲトンやフューチャーポップ、トラップ、ベッドルームポップなどの登場 

★エド・シーラン   ★ビリー・アイリッシュ 
★ザ・チェインスモーカーズ ★トーンズ・アンド・アイ 
★メジャー・レイザー ★ルイス・フォンシ ★デュア・リパ 
★アリアナ・グランデ ★ジャスティン・ビーバー 

★ワン・リパブリック  ★ジョナス・ブラザーズ 

★ルイス・キャパルディ ★チャーリー・プース 
★ショーン・メンデス   ★カミラ・カベロ   ★BTS 

★ファレル・ウィリアムズ ★サム・スミス ★トリー・ケリー 

〈2010 年代前半・EDM 全盛期〉 

★レディー・ガガ ★ケイティー・ペリー ★アウル・シティ 

★リアーナ  ★ピットブル ★カーリー・レイジェプセン 

★ニッキー・ミナージュ  ★ピットブル   ★アイコナ・ポップ 

★アレクサンドラ・スタン         ★クリス・ブラウン 

シンセウェイヴ／レトロウェイヴ ★エレクトリック・ユース  ★カヴィンスキー  ★ザ・ウィークエンド 

ニューゲイザー 

★マイ・ヴィトリオール 

★ウルリッヒ・シュナウス 

★アソビセクス ★M83 
★アミューズメント・パークス・オン・ファイア 

 チルウェイヴ（グローファイ） ★ウォッシュト・アウト ★トロ・イ・モア ★ネオン・インディアン ★スモール・ブラック ★クレイロ 

 

ヴェイパーウェイヴ ★ヴェクトロイド ★猫シ Corp. ★ブランク・バンシー 

★ラグジュアリー・エリート ★ワンオートリックス・ポイント・ネヴァー 
フューチャーファンク  

★セイント・ペプシ 

               ★ナイトテンポ 

・80s 

リバイバル 

・シティポップ 

 

・伝統的ハウス 

への回帰 

（ディープハウス、 

テックハウス 

など） 

→ローファイハウス 

として解釈も 

UK  エレクトロニカ/ポストダブステップ/グライム/UK ドリル など 

★ジェイムス・ブレイク  ★フローティング・ポインツ 

ガレージロック 

リバイバル 

★ビヨンセ 

ロック系ポップソロシンガー 

★アブリル・ラヴィーン 

★ブリトニー・スピアーズ 

★ミシェル・ブランチ 

★クリスティーナ・アギレラ 

★ジョン・メイヤー 

（ミドルスクール） 

ニュースクール 
（ブーン・バップ） 

 

東西 

抗争 サウスの発展期 
 

・マイアミベース 
（ポルノラップ） 

★2 ライブ・クルー 

★ＤＪマジック・マイク 

・バウンス 
（ニューオーリンズ） ★マスターP 

★ジュブナイル ★リル・ウェイン 

★パートナー・N・クライム ★UNLV 
★マグノリア・ショーティー 

★ホット・ボーイ・ローランド 
〈ヒューストン〉 

・ダーティーサウス ・カントリーラップ ・チョップド＆スクリュー  ★ＤＪスクリュー 

★ゲトーボーイズ   ★UGK      ★マイク・ジョーンズ  ★チャミリオネア ★リル・ケケ 

・クランク（メンフィス） ★スリー・シックス・マフィア  ★リル・ジョン 

〈アトランタ〉  
・NYから伝承          発展 ★キロ・アリ ★TLC ★オーガナイズ・ノイズ 

★MCシャイ D ★DJ トゥンプ   ★クリスクロス ★ダンジョン・ファミリー ★グッデイ・モブ 

                                            ★アウトキャスト 

トラップ 確立 ★T.I. 

★グッチメイン ★ヤング・ジーズィー 
(プロデュース) ★ゼイトーベン ★808マフィア 

     ★デヴィット・バナー ★レックス・ラガー 

伝播   ★ソウルジャボーイ 
★ワカ・フロッカ・フレーム ★マイリーサイルス 

NY ★エミネム ★50セント ★Tペイン ★カニエ・ウエスト  
新技法の 

開拓 マンブルラップ 

★フューチャー ★ヤング・サグ ★ミーゴス 

シカゴドリル  ★チーフ・キーフ 

★フレド・サンタナ ★ヤング・チョップ 

★リル・リース  ★リル・ダーク 

★リル・ウェイン ★ドレイク ★エイザップ・ロッキー 
★ケンドリック・ラマー ★オッド・フューチャー 

★リル・B  ★チャンス・ザ・ラッパー  ★ジェー・コール    
★キッド・カディ 

★ビッグ・ショーン 

ネット発が主流に。トラップ、クラウドラップ など 

フォンク 
（マイアミ） 
★レイダークラン 

10 年代後半～ ヒップホップ人気の急拡大 

トラップ の定着、マンブルラップ ブーム 
★リッチ・ホーミークアン ★ロンドン・オン・ダ・トラック 

★ブッダブレス ★ソニーデジタル ★21サヴェージ 

★2チェインズ ★アイラブマコーネン 

★リル・ヨッティ  ★プレイボーイ・カルティ 
（プロデュース） ★メトロ・ブーミン ★マーダ・ビーツ 

サイケデリックトラップ ★トラヴィス・スコット 

 

ブルックリンドリル 

★ポップ・スモーク 

★デンゼル・カリー 

★ボーンズ  ★リル・パンプ 

★ザビエル・ウルフ 
★スキー・マスク・ザ・スランプ・ゴッド 

★スモーク・パープ 

★コダック・ブラック 

★バッド・ベイビー 
★ワイファイズ・フューネラル 

 
ネットバズの世代 ★コメダジン ★カーディ B 

★ヤングボーイ ★リル・ナズ・X ★チカ 

★メーガン・ザ・スタリオン 

エモラップ 

★XXXテンタシオン 

★リル・ピープ 

★ポスト・マローン 
★リル・ウージー・バート 

1988～  

AKAI MPC シリーズ 登場  

2007～ 

Soundcloud 

サービス開始 

US インディーなど  
★ヴァンパイア・ウィークエンド 

★MGMT ★アーケードファイア 

★ザ・キラーズ ★パッション・ピット 

UK オルタナ 

★ティーンエイジ・ファンクラブ 
★マニック・ストリート・プリーチャーズ 
★ハウス・オブ・ラヴ ★ラーズ ★プラシーボ 

★フィーダー ★キーン ★スノウ・パトロール 

★シンデレラ （UK）★ホワイトスネイク 

★グレイブンハースト 

 

HR/HM  

 

（LA メタル）             80ｓ中盤         80 年代後半 

★ヴァン・ヘイレン ★モトリー・クルー  ★ポイズン    ★ガンズ・アンド・ローゼズ 
★クワイエット・ライオット   ★ラット   ★ボン・ジョヴィ  ★スキッド・ロウ 

 

スラッシュメタル   ★メタリカ  ★メガデス 

★スレイヤー ★アンスラックス 
★エクソダス ★テスタメント 

★デスエンジェル ★フォビデゥン 
★ソドム  ★ヒーゼン  ★ラーズ・ロキット 

デスメタル(フロリダ) 

★デス ★オビチュアリー 

★モービッド・エンジェル 

★ディーサイド 
★カンニバル・コープス 

ブラックメタル(北欧) 

★マーシフル・フェイト 

★セルティック・フロスト 

★バソリー ★エンペラー 

★メイヘム ★バーズム 
★ダークスローン ★ウルヴェル 

プログレッシブメタル 
★ドリーム・シアター 

★クイーンズ・ライク 

★フェイツ・ウィーニング 

★クリムゾン・グローリー 

エクストリーム・メタル 

ドゥームメタル ★ウィッチ・ファインダー・ジェネラル 

★エンジェル・ウィッチ ★トラブル ★ペンタグラム 

★セイント・ヴァイタス ★キャンドルマス ★カテドラル 

 

グラインドコア 

★ナパーム・デス 

 

パワーメタル・スピードメタル 

★アンヴィル ★エキサイター 

★ハロウィン 

★ハンマーフォール 

★ドラゴンフォース 

★アイスド・アース 

★パンテラ ★レイジ 

★ランニング・ワイルド 

★グレイヴ・ディガー 
★ブラインド・ガーディアン 

★キャメロット ★マノウォー 

★メタル・チャーチ 

グルーヴメタル ★セパルトゥラ 

★エグゾーダー ★マシーンヘッド 

ゴシックメタル/シンフォニックメタル 

★パラダイス・ロスト ★アナセマ 

★マイ・ダイイング・ブライド 

★タイプ・オー・ネガティヴ 

〈マスロック〉 
★ミッション 

・オブ・バーマ 

★シェラック 

★バトルス ★ヘラ 

★ドン・キャバレロ 
★ナイトメア  ★DJスネーク 

★イエロークロウ ★バウアー 
 

              ★マシュメロ 

 

★ミゲル ★フランク・オーシャン 

★ザ・ウィークエンド 

 

★ザ・ストロークス  ★キングス・オブ・レオン 

★ザ・ホワイト・ストライプス ★ブラック・キーズ ★JSBX 

ニューレイヴ 

★クラクソンズ 
★レイト・オブ・ザ・ピア 
★サンシャイン・アンダーグラウンド 

 ★シット・ディスコ 

★フレンドリー・ファイアーズ 

 

ソロ（US）★ファーザージョン・ミスティ （NZ）  バンド（オーストラリア） 

★ラナ・デル・レイ ★セイント・ヴィンセント  ★ロード   ★テーム・インパラ 

 

US ★イマジン・ドラゴンズ ★トゥエンティワン・パイロッツ 

★ケイジ・ジ・エレファント ★アラバマ・シェイクス ★ハイム 

UK ★ツードア・シネマクラブ  ★ザ・ヴァクシーンズ 

★フローレンス・アンド・ザ・マシーン  ★ザ・ストライプス ★チャーチズ 

★ボンベイ・バイシクル・クラブ ★アルト・ジェイ ★ジェイク・バグ 
★パーマ・ヴァイオレッツ 

UK  ★The 1975 ★ロイヤル・ブラッド ★サヴェージズ ★ヤングブラッド 

★ザ・ストラッツ ★テンプルズ ★キャットフィッシュ・アンド・ボトルメン ★ナッシング・バット・シーヴス 
★ファット・ホワイト・ファミリー ★サーカ・ウェーブス ★ウルフアリス ★スレイヴス ★ブロッサムズ 

ポップパンク ★マイ・ケミカル・ロマンス 

★パラモア ★サム 41 ★ブリンク 182 
★オール・タイム・ロウ ★フォール・アウト・ボーイ 

・一般的なパソコンでの DTM の普及 

『アナと雪の女王 2 (‘19)』 

『ブラザー・ベア(‘03)』 

●ミュージカル映画 

『ハイスクール 

・ミュージカル(‘06)』 

など 

ジュークボックス・ 

ミュージカルの人気 

 

 

★ダーティ・ループス 

映画音楽 

スコットランド    アイスランド 

★モグワイ  ★シガー・ロス 

  グライム  
★ディジー・ラスカル ★スパンク・ロック 
★スケプタ ★ボーイ・ベター・ノウ 

平              成  令 和 開始  ～  昭  和 1989 
2019～ 

★ジェイミー・xx  ★ロレイン・ジェイムス ★ロス・フロム・フレンズ ★ジョーイ・オービソン 

★ベアトリス・ディロン 

エモ 

★ジミー・イート・ワールド 

★ゲット・アップ・キッズ 

★アット・ザ・ドライブイン 
★サニーデイ・リアル・エステイト 

ポストクラシカル ★マックス・リヒター ★ヨハン・ヨハンソン ★オーラヴル・アルナルズ 

★エヴァネッセンス ★フーバスタンク ★ケイヴ・イン 
★デフトーンズ 

★ニッケルバック 

アメリカ 

★ディーヴォ ★カーズ 
★the B-52's 

シンセポップ 

★イエロー・マジック・オーケストラ(YMO) (日本) 

★a-ha (ノルウェー) 
80's UK ロック(その他) 

★ザ・スミス ★U2  ★the B-52's 

ヒップホップ化 ★ビースティ・ボーイズ 

★リンキンパーク 
★ゼブラヘッド 

ティーンポップグループ ★バックストリート・ボーイズ ★マルーン５ 

ローファイ 

★ペイヴメント 

ドリームポップ  
★ビーチ・ハウス ★ダイヴ 
★バット・フォー・ラッシーズ 
★ザ・エックス・エックス 

★シルバーサン・ピックアップス 

★ザ・レディオ・デプト 

US ミクスチャー 

 （美メロハウス）★カスケード 

★ラスマス・フェイバー 

US インディー  
★インターポール ★シンズ ★モデスト・マウス 
★デス・キャブ・フォー・キューティー ★ウィルコ 

★グリズリー・ベア ★ダーティー・プロジェクターズ 

★トリステザ ★アルバムリーフ 

★マイス・パレード 

★トッド・エドワーズ ★トッド・テリー ★タフ・ジャム 
★ティム・デラックス ★リサ・マフィア ★ケレ・ル・ロック 

★カラー・ガール  ★ミスティーク ★ショーラ・アーマ 

★スウィート・フィメール・アティチュード ★ドリーム・チーム 

UK ガラージ / 2 ステップガラージ 

フューチャーバウンス 

  /メルボルンバウンス 

★TJR ★メスト ★ウィル・スパークス 

 

トロピカルハウス/レゲトン系/ダウンテンポ など 

★カイゴ ★トーマス・ジャック ★マトマ 
★ジョナス・ブルー ★ダディー・ヤンキー ★Jバルヴィン 
★ロビン・シュルツ ★シガーラ ★サム・フェルド 

★ロスト・フリークエンシーズ 

フューチャーハウス 
 

★チャミ  ★ドン・ディアブロ 
★オリバー・ヘルデンス 

 



参考文献            ※文献に載っているすべての内容がそのまま図表に反映されている訳ではありません。  
 

 

 

 

●クラシック音楽史（従来の通史） 

岡田暁生 『西洋音楽史 ―「クラシック」の黄昏』 中公新書，2005 

石丸由理 『ともだち音楽史』 ドレミ楽譜出版社, 2014 

北村英明 『いちばんやさしい音楽史』 メトロポリタンプレス, 2012 

千蔵八郎 『音楽史 ―作曲家とその作品』 教育芸術社, 1983 

久保田慶一 編著 『音楽史を学ぶ ―古代ギリシャから現代まで』 教育芸術社, 2017 

久保田慶一 ほか 『はじめての音楽史 増補改訂版 ―古代ギリシアの音楽から日本の現代音楽まで』 音楽之友社 , 2009 

柴田南雄 『音楽史と音楽論』 岩波書店, 2014 

上尾信也 『音楽のヨーロッパ史』 講談社現代新書, 2000 

加羽沢美濃 『ゼロから始めるクラシック入門』 メディアファクトリー, 2014 

久保田慶一 『西洋音楽史 100エピソード』 教育芸術社, 2012 

木石岳 編著 『はじめての〈脱〉音楽 ― やさしい現代音楽の作曲法』 自由現代社, 2018 

 

●クラシック音楽史（検討・批判・別視点） 

岡田暁生 『「クラシック音楽」はいつ終わったのか？ ―音楽史における第一次世界大戦の前後』 人文書院，2010 
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